
令和５年度シラバス【  現代文Ｂ  】 

長野県伊那北高等学校 

科目 
現代文Ｂ 

（普通科・理数科） 
単位数 ２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 

普通科 

理数科 

使用教科書 
精選現代文 B 

（東京書籍） 
副教材等 

『入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP2000』（いいずな書店）、

その他各種問題集 

学習の目標 
近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、国語力

の向上を図り、人生を豊かにする態度を養う。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・漢字力・語彙力の向上に努めること。 

・文章の読み方や問題への対処上について確実に身につけること。特に復習が重要である。 

・書いたり話したりして、表現しようとする姿勢が重要である。諦めてはいけない。 

・主体的・積極的に取り組む姿勢が重要である。受動的ではいけない。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考（使用教材） 時数 

４ 

５ 

６ 

評論１ 

小説１ 

評論２ 

・的確に読解する力を付ける。

（全単元） 

・自らの意見を効果的に表現

する力を付ける。（全単元） 

・文章の構成、展開、要旨を的確に捉える。（全単元） 

・細部の表現に注目し、どのようなことを言っている

か（評論分野）、またはどのような心情が述べられてい

るか（小説分野）を的確に捉える。 

・自分の立場や論点を明確にして、意見を書く（評論

分野）、または感想や意見を述べ合う（小説分野）。 

・「言語と記号」（丸山圭

三郎） 

・「スペインタイルの家」

（木内昇） 

・「環境問題と孤立した

個人」（河野哲也） 

１５ 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

評論２ 

随想 

評論３ 

・的確に読解する力を付ける。

（全単元） 

・筆者の見解を応用する力を

付ける。（全単元） 

・言外の条件を踏まえて解釈

を深める力を付ける。（随想） 

・文章の構成、展開、要旨を的確に捉える。（全単元） 

・筆者の見解を踏まえて具体的事象について分析す

る。（全単元） 

・作品の成立した背景などとの関係を踏まえ、作品の

解釈を深める。（随想） 

・「鏡の中の現代社会」

（見田宗介） 

・「クレールという女」

（須賀敦子） 

・「平気――正岡子規」

（長谷川櫂） 

１５ 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

評論３ 

小説２ 

総合１ 

・的確に読解する力を付ける。

（全単元） 

・他の資料等を読み比べる力

を付ける。（全単元） 

・ものの見方・考え方を豊かに

する。（小説分野） 

・問題演習に取り組み国語の

総合力を養う。（総合分野） 

・文章の構成、展開、要旨を的確に捉える。（全単元） 

・関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を

考えながら内容の解釈を深める。（評論・小説分野） 

・小説で描かれた内容を自分に引きつけて考えるとと

もに感想を伝え合う。（小説分野） 

・記述問題演習に取り組む。（総合分野） 

・「社会の壊れる時」（鷲

田清一） 

・「舞姫」（森鷗外） 

・各種問題集 

１５ 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

総合２ ・問題演習に取り組み国語の

総合力を養う。 

・記述問題演習に取り組む。 

・共通テスト型の問題演習に取り組む。 

各種問題集 １６ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の

知識や技能を身につけようとしてい

る。 

論理的思考力や想像力、創造力を養い、

社会生活における他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者と関わった

り、思いや考えを深めたりしながら、言

葉の持つ価値への認識を深めようとし

ているとともに、言語感覚を磨き、言葉

を効果的に使おうとしている。 

評価方法 
定期考査、課題テスト、小テスト等を総

合的に判断し評価。 

定期考査、課題テスト、授業や課題への

取り組み等を総合的に判断し評価。 

課題等の提出、課題プリントや授業へ

の取り組み等を総合的判断し評価。 

 



令和５年度シラバス【  現代文Ａ（文系選択）  】 

長野県伊那北高等学校 

科目 
現代文Ａ 

（普通科） 
単位数 ２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
新編現代文Ａ 

（第一学習社） 
副教材等 各種問題集 

学習の目標 
近代以降の様々な文章を読むことによって、我が国の言語文化に対する理解を深め、生涯にわたって読書に親しみ、国語の向

上や社会生活の充実を図る態度を育てる。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・様々な文章を主体的・協働的に読み、現代文に親しみ、考える。 

・様々な文章を読んだり、読み比べたりして、課題を発見・解決し、他者が理解できるように発表する。 

・書いたり話したりして、表現しようとする姿勢が重要である。諦めてはいけない。 

・主体的・積極的に取り組む姿勢が重要である。受動的ではいけない。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考（使用教材） 時数 

４ 

５ 

６ 

新しい発見 

小説を読む(二) 

 

・的確に読解する力を付ける。

（全単元） 

・筆者の見解を応用する力を

付ける。（全単元） 

・ものの見方・考え方を豊かに

する。（小説） 

・文章に表れたものの見方、感じ方、考え方を読みと

り、人間、社会、自然などについて考察する。（全単元） 

・良いノートの条件について、考え、話し合い、発表

する。（新しい発見） 

・物語の描かれていない場面を想像し、説得力のある

ストーリーを考え、発表する。（小説を読む(二)） 

・「なぜ“コロンブスの

卵”を描くのか」（福田哲

夫） 

・「ナイン」（井上ひさし） 

 

１５ 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

人間と文化 

情報の探し方 

小説を読む(一) 

・的確に読解する力を付ける。

（全単元） 

・筆者の見解を応用する力を

付ける。（全単元） 

・ものの見方・考え方を豊かに

する。（小説） 

・文章に表れたものの見方、感じ方、考え方を読みと

り、人間、社会、自然などについて考察する。（人間と

文化、小説を読む（一）） 

・情報探索の方法を学び、著作権や引用について正し

く理解する。（情報の探し方） 

・図書館を利用して同じテーマの文章を読み比べ、そ

れについて話し合ったり、発表したりする。（小説を読

む（一）） 

・「コミュニケーション

の文化」（平田オリザ） 

・言語活動 

・「デューク」（江國香織） 

１５ 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

人間と社会 

研究発表のしかた 

レポートの書き方 

・的確に読解する力を付ける。

（全単元） 

・筆者の見解を応用する力を

付ける。（全単元） 

・ものの見方・考え方を豊かに

する。（小説） 

・文章に表れたものの見方、感じ方、考え方を読みと

り、人間、社会、自然などについて考察する。（人間と

社会） 

・自ら設定した課題について発表をし合い、良い発表

とは何かということについて話し合う。（研究発表の

しかた） 

・これまで学んできたことと、レポートの書き方を踏

まえて、自ら設定した課題についてレポートを書く。

（レポートの書き方） 

・「経験の教えについて」

（森本哲郎） 

・言語活動 

１５ 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

総合２ ・問題演習に取り組み国語の

総合力を養う。 

・記述問題演習に取り組む。 各種問題集 １６ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の

知識や技能を身につけようとしてい

る。 

論理的思考力や想像力、創造力を養い、

社会生活における他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者と関わった

り、思いや考えを深めたりしながら、言

葉の持つ価値への認識を深めようとし

ているとともに、言語感覚を磨き、言葉

を効果的に使おうとしている。 

評価方法 

定期考査（レポート）、発表内容等を総

合的に判断し評価。 

定期考査（レポート）、課題プリントや授

業への取り組み等を総合的に判断し評

価。 

課題等の提出、課題プリントや授業へ

の取り組み等を総合的判断し評価。 

 



令和５年度シラバス【  古典Ｂ（文系）  】 

長野県伊那北高等学校 

科目 
古典Ｂ 

（文系） 
単位数 ３ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[９６回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
精選古典 B 古文編・漢文編 

（東京書籍） 
副教材等 

新修古典文法（京都書房）、精説漢文（いいずな書店）、読んで見て

覚える重要古文単語３１５（桐原書店）、その他各種問題集 

学習の目標 
古典としての古文や漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深め

ることによって、人生を豊かにする態度を育てる。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・文法・句法力の向上に努めること。 

・単語・語彙力の向上に努めること。 

・主体的・積極的に取り組む姿勢が重要である。受動的ではいけない。 

・たくさんの文章に触れ、読み慣れることが重要である。復習（再読）も重要である。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考（使用教材） 時数 

４ 

５ 

６ 

[古文] 

日記１ 

日記２ 

軍記 

物語 

[漢文] 

文１ 

・古典を読むための基礎知識を

身につけ活用する力を付ける。

（全単元） 

・日記文学や軍記物語を読む楽

しさを感じる。（古文分野） 

・随想的な文章を読んでさまざ

まな見方、考え方に触れる。（漢

文分野） 

・日記文学や軍記物語を読み、作者の境遇や出来

事、心情を的確に捉え、作者のものの見方、感じ方、

考え方を理解する。（古文分野） 

・和歌についての理解を深める。（古文分野） 

・文章の構成や展開を理解し、論旨を的確に捉える

とともに文章に表れた生き方・考え方について、意

見や感想を述べ合う。（漢文分野） 

・なげきつつひとり寝る夜

（蜻蛉日記） 

・夢よりもはかなき世の中を

（和泉式部日記） 

・駿河路（十六夜日記） 

・「壇の浦の合戦」（軍記物語） 

・「漁夫辞」（楚辞） 

・「五柳先生伝」（陶淵明集） 

２３ 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

[古文] 

物語３ 

評論１ 

評論２ 

近世 

の文章 

[漢文] 

史話 

詩３ 

・古典を読むための基礎知識を

身につけ活用する力を付ける。

（全単元） 

・源氏物語を読む楽しさを実感

する。 

・評論などの文章を読み、作者の

主張を的確に読み取り、古人の見

方や感じ方、考え方を理解する。

（以上、古文分野） 

・日本漢文を読み慣れるととも

に、登場人物の行動や心情を整理

する。 

・古体詩を読み味わう。（以上、漢

文分野） 

・場面設定や自然描写に着目しながら登場人物の

心情を捉え、源氏物語の世界を読み味わう。（古文

分野） 

・源氏物語に対する古人の評論を読み合わせるこ

とで、古人の評価の有り様や源氏物語の古典にお

ける位置づけについて考察する。（古文分野） 

・歌論を読み、論旨を的確に捉えるとともに、和歌

に対する古人のものの見方や感じ方、考え方につ

いて、意見や感想を述べ合う。（古文分野） 

・長野県出身の俳人について理解を深め、その文章

を読み味わう（古文分野） 

・登場人物の行動や心情を捉え、人間の生き方につ

いて考え、意見交流をする。（漢文分野） 

・古体詩を読み、情景や心情を味わう。（漢文分野） 

・母と子の別れ、萩の上露 

（源氏物語） 

・もののあはれの論（源氏物

語玉の小櫛） 

・やまと歌は（古今和歌集仮

名序） 

・おもて歌のこと（無名抄） 

・幼子さと（おらが春） 

・「所争不在米塩」「諸将服信

玄」（日本外史） 

・「月下独酌」「独坐敬亭山」

（李白） 

・「石壕吏」「登高」（杜甫） 

２３ 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

[古文] 

物語３ 

上代 

の文学 

[漢文] 

文２ 

 

総合１ 

・古典を読むための基礎知識を

身につけ活用する力を付ける。

（全単元） 

・人物を整理しながら物語の流

れを理解する。（古文分野） 

・随想的な文章を読み、筆者の考

えを的確に理解する。（漢文分野） 

・問題演習に取り組み古典の総

合力を養う。（総合分野） 

・場面や人物の設定に着目しながら、登場人物の行

動や心情を捉える。（古文分野） 

・筆者の主張を的確に捉え、筆者の価値観や問題意

識について考察を深め、意見交流をする。（漢文分

野） 

・記述問題演習に取り組む。 

・夢に琵琶を教ふる人（夜の

寝覚） 

・倭健命（古事記） 

・「与孟東野書」（韓昌黎集） 

・「捕蛇者説」（柳宗元） 

・各種問題集 

２３ 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

総合２ ・問題演習に取り組み古典の総

合力を養う。 

・記述問題演習に取り組む。 

・共通テスト型の問題演習に取り組む。 

・各種問題集 ２４ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な

国語の知識や技能を身につける

とともに、わが国の伝統的な言語

文化に対する理解を深めようと

している。 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに

想像したりする力を伸ばし、古典を通した先

人の見方、感じ方、考え方との関わりの中で

伝え合う力を高め自分の思考を広げたり深

めたりしようとしている。 

言葉が持つ価値への認識を深めるととも

に、古典に親しみ自己を向上させ、わが国

の言語文化の担い手としての自覚を深め、

言葉を通して他者や社会に関わろうとして

いる。 

評価方法 
定期考査、課題テスト、小テスト

等を総合的に判断し評価。 

定期考査、課題テスト、課題プリントや授業

への取り組み等を総合的に判断し評価。 

課題等の提出、課題プリントや授業への取

り組み等を総合的判断し評価。 

 



令和４年度シラバス【  古典Ｂ（理系）  】 

長野県伊那北高等学校 

科目 
古典Ｂ 

（普通科理系・理数科） 

単位

数 
２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 

普通科 

理数科 

使用教科書 
精選古典 B 古文編・漢文編 

（東京書籍） 
副教材等 

新修古典文法（京都書房）、精説漢文（いいずな書店）、読んで見て

覚える重要古文単語３１５（桐原書店）、その他各種問題集 

学習の目標 
古典としての古文や漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深め

ることによって、人生を豊かにする態度を育てる。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・文法・句法力の向上に努めること。 

・単語・語彙力の向上に努めること。 

・主体的・積極的に取り組む姿勢が重要である。受動的ではいけない。 

・たくさんの文章に触れ、読み慣れることが重要である。復習（再読）も重要である。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考（使用教材） 時数 

４ 

５ 

６ 

[古文] 

日記１ 

日記２ 

[漢文] 

文１ 

・古典を読むための基礎知識を身に

つけ活用する力を付ける。（全単元） 

・日記文学を読む楽しさを感じる。

（古文分野） 

・随想的な文章を読んでさまざまな

見方、考え方に触れる。（漢文分野） 

・日記文学を読み、作者の境遇や出来事、心情を的確

に捉え、作者のものの見方、感じ方、考え方を理解す

る。（古文分野） 

・和歌についての理解を深める。（古文分野） 

・文章の構成や展開を理解し、論旨を的確に捉えると

ともに文章に表れた生き方・考え方について、意見や

感想を述べ合う。（漢文分野） 

・なげきつつひとり寝

る夜（蜻蛉日記） 

・夢よりもはかなき世

の中を（和泉式部日記） 

・「漁夫辞」（楚辞） 

・「五柳先生伝」（陶淵

明集） 

１５ 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

[古文] 

物語３ 

評論１ 

評論２ 

[漢文] 

史話 

詩３ 

・古典を読むための基礎知識を身に

つけ活用する力を付ける。（全単元） 

・源氏物語を読む楽しさを実感する。 

・評論を読み、作者の主張を的確に読

み取り、古人の見方や感じ方、考え方

を理解する。（以上、古文分野） 

・日本漢文を読み慣れるとともに、登

場人物の行動や心情を整理する。 

・古体詩を読み味わう。（以上、漢文

分野） 

・場面設定や自然描写に着目しながら登場人物の心

情を捉え、源氏物語の世界を読み味わう。（古文分野） 

・源氏物語に対する古人の評論を読み合わせること

で、古人の評価の有り様や源氏物語の古典における位

置づけについて考察する。（古文分野） 

・歌論を読み、論旨を的確に捉えるとともに、和歌に

対する古人のものの見方や感じ方、考え方について、

意見や感想を述べ合う。（古文分野） 

・登場人物の行動や心情を捉え、人間の生き方につい

て考え、意見交流をする。（漢文分野） 

・古体詩を読み、情景や心情を味わう。（漢文分野） 

・母と子の別れ（源氏

物語） 

・もののあはれの論

（源氏物語玉の小櫛） 

・おもて歌のこと（無

名抄） 

・「所争不在米塩」（日

本外史） 

・「月下独酌」（李白） 

・「石壕吏」（杜甫） 

１５ 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

[古文] 

物語３ 

[漢文] 

文２ 

 

総合１ 

・古典を読むための基礎知識を身に

つけ活用する力を付ける。（全単元） 

・人物を整理しながら物語の流れを

理解する。（古文分野） 

・随想的な文章を読み、筆者の考えを

的確に理解する。（漢文分野） 

・問題演習に取り組み古典の総合力

を養う。（総合分野） 

・場面や人物の設定に着目しながら、登場人物の行動

や心情を捉える。（古文分野） 

・筆者の主張を的確に捉え、筆者の価値観や問題意識

について考察を深め、意見交流をする。（漢文分野） 

・記述問題演習に取り組む。 

・夢に琵琶を教ふる人

（夜の寝覚） 

・「与孟東野書」（韓昌

黎集） 

・各種問題集 

１５ 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

総合２ ・問題演習に取り組み古典の総合力

を養う。 

・記述問題演習に取り組む。 

・共通テスト型の問題演習に取り組む。 

・各種問題集 １６ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国

語の知識や技能を身につけるとと

もに、わが国の伝統的な言語文化に

対する理解を深めようとしている。 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに

想像したりする力を伸ばし、古典を通した先

人の見方、感じ方、考え方との関わりの中で

伝え合う力を高め自分の思考を広げたり深

めたりしようとしている。 

言葉が持つ価値への認識を深めるととも

に、古典に親しみ自己を向上させ、わが国

の言語文化の担い手としての自覚を深

め、言葉を通して他者や社会に関わろう

としている。 

評価方法 
定期考査、課題テスト、小テスト等

を総合的に判断し評価。 

定期考査、課題テスト、課題プリントや授業

への取り組み等を総合的に判断し評価。 

課題等の提出、課題プリントや授業への

取り組み等を総合的判断し評価。 

 



令和５年度シラバス【  古典Ａ（文系選択）  】 

長野県伊那北高等学校 

科目 
古典Ａ 

（普通科） 

単位

数 
２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
標準古典Ａ 物語選 

（第一学習社） 
副教材等 

新修古典文法（京都書房）、精説漢文（いいずな書店）、読んで見て

覚える重要古文単語３１５（桐原書店）、その他各種問題集 

学習の目標 
古典としての古文と漢文、古典に関連する文章を読むことによって、我が国の伝統と文化に対する理解を深め、生涯にわたっ

て古典に親しむ態度を育てる。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・様々な古典、古典に関連する文章を主体的・協働的に読み、古典に親しみ、考える。 

・様々な古典、古典に関連する文章を読んだり、読み比べたりして、課題を発見・解決し、他者が理解できるように発表する。 

・書いたり話したりして、表現しようとする姿勢が重要である。諦めてはいけない。 

・主体的・積極的に取り組む姿勢が重要である。受動的ではいけない。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考（使用教材） 時数 

４ 

５ 

６ 

[古文] 

物語（一） 

[漢文] 

故事と寓話 

・様々な物語作品を読み、登場人物の

心情や行動について考える。（古文分

野） 

・古代中国の思想を通して、人間の生

き方やあり方についての施策を深め

る。（漢文分野） 

・古典などに表れた思想や感情を読みとり、人間、社

会、自然などについて考察する。（全単元） 

・古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の

言葉とのつながりについて理解したりすること。（全

単元） 

・故事成語について調べて発表する。（漢文分野） 

・かぐや姫の昇天（竹

取物語） 

・姨捨（大和物語） 

・「嬰逆鱗」（韓非子） 

・「画竜点睛」（歴代名

画記） 

１５ 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

[古文] 

随筆 

物語(二) 

[漢文] 

三 国 志 の

世界、項羽

と劉邦、諸

家の思想 

・歴史上の人物、出来事がどのように

語られているかを読み取る。（古文分

野） 

・歴史書に書かれた人物の生き方・考

え方を通して、人間の生き方やあり

方についての思索を深める。（漢文分

野） 

・古典などに表れた思想や感情を読みとり、人間、社

会、自然などについて考察する。（全単元） 

・古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の

言葉とのつながりについて理解したりする。（全単元） 

・図書館を利用して古典などを読み比べ、そこに描か

れた人物、情景、心情などについて、感じたことや考

えたことを発表する。（古文分野） 

・よろづのことは頼む

べからず（徒然草） 

・道長と伊周（大鏡） 

・「赤壁之戦」（十八史

略） 

・「四面楚歌」（史記） 

・「仁人心也」（孟子） 

１５ 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

[古文] 

日記 

物語(三) 

[漢文] 

不思議な 

世界 

・古人のものの見方、感じ方、考え方

を読み取り、人間の生き方やあり方

について考察する。（古文分野） 

・歴史書に書かれた人物の生き方・考

え方を通して、人間の生き方やあり

方についての思索を深める。（漢文分

野） 

・古典などに表れた思想や感情を読みとり、人間、社

会、自然などについて考察する。（全単元） 

・古典特有の表現を味わったり、古典の言葉と現代の

言葉とのつながりについて理解したりする。（全単元） 

・日常の言語生活の中から我が国の伝統と文化に関

連する表現を集め、その意味や特色、由来などについ

て調べたことを発表する。（漢文分野） 

・日本紀の御局（紫式

部日記） 

・父大納言の苦悩（と

りかへばや物語） 

・「枕中記」（文苑英華） 

１５ 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

総合 ・問題演習に取り組み古典の総合力

を養う。 

・記述問題演習に取り組む。 

 

・各種問題集 １６ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国

語の知識や技能を身につけるとと

もに、わが国の伝統的な言語文化に

対する理解を深めようとしている。 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに

想像したりする力を伸ばし、古典を通した先

人の見方、感じ方、考え方との関わりの中で

伝え合う力を高め自分の思考を広げたり深

めたりしようとしている。 

言葉が持つ価値への認識を深めるととも

に、古典に親しみ自己を向上させ、わが国

の言語文化の担い手としての自覚を深

め、言葉を通して他者や社会に関わろう

としている。 

評価方法 
定期考査（レポート）、発表内容等

を総合的に判断し評価。 

定期考査（レポート）、課題プリントや授業

への取り組み等を総合的に判断し評価。 

課題等の提出、課題プリントや授業への

取り組み等を総合的判断し評価。 

 



令和５年度シラバス【数学Ⅲ】（Ａ１類型） 

長野県伊那北高等学校 

科目 数学Ⅲ 
単位

数 
５ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[160 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
改訂版 高等学校数学Ⅲ 

（数研出版） 
副教材等 

改訂版 4STEP 数学Ⅲ 

改訂版チャート式 基礎からの数学Ⅲ 

学習の目標 

複素数平面、式と曲線、極限、及び微分法・積分法について理解させ、基礎的な知識の習得と技能

の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、

それらを活用する態度を育てる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、ウィークリーテストなどを行う。 

・定期考査、ウィークリーテストを利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

第４章 

第５章 

第６章 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

第４章 極限 

第５章 微分法 

第６章 微分法の応用 

２年次から継続 39 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

第６章 

第７章 

 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

第６章 微分法の応用 

第７章 積分法とその応用 

 

 39 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

第１章 

演習１ 

演習を通して、解法の

理解を深める。 

第１章 複素数平面 

数学Ⅲの復習 

 

 

数学Ⅲ終了 

39 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習２ 

演習３ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述試験対応） 

特編授業Ⅰ 

特編授業Ⅱ 

40 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

複素数平面、式と曲線、極限及

び微分法積分法における基本

的な概念、原理、法則などを体

系的に理解し基礎的な知識を

身に付け、数学的に処理する仕

方や推論方法などの技能を身

に付けている。 

当該分野において、事象を数学的

に考察し表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通して、数学

的な見方、考え方や表現の仕方を

身に付けている。 

当該分野における考え方に関

心を持つと共に、数学のよさを

認識し、事象の考察に活用して

数学的な考え方に基づいた探

究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

定期考査 

課題レポート 

提出物 

課題レポート 

 



令和５年度シラバス【数学研究Ⅰ】（Ａ２類型・Ｃ１類型） 

長野県伊那北高等学校 

科目 数学研究Ⅰ（Ａ２･Ｃ１） 
単位

数 
４ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[128 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 なし 副教材等 
改訂版 大学入学共通テスト対策 

ニューステージ数学演習Ⅰ･Ａ+Ⅱ･Ｂ 受験編 

学習の目標 

既習の数学ⅠAⅡB について、より深く理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察する応用力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、それらを活用す

る態度を育てる。共通テスト対策として演習力を身につけ、学力の定着をはかる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、小テストなどを行う。 

・演習を利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

数Ⅰ 

数Ａ 

数Ⅱ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅰの復習・演習 

数学Ａの復習・演習 

数学Ⅱの復習・演習 

 31 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

数Ⅱ 

数Ｂ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅱの復習・演習 

数学Ｂの復習・演習 

数学Ⅰの復習・演習 

数学Ａの復習・演習 

 31 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

数ⅠＡ 

数ⅡＢ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂの演習  31 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習１ 

演習２ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述試験対応） 

特編授業 32 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

既習の数学ⅠAⅡB における

基本的な概念、原理、法則など

を深く理解し、それらを基によ

り発展的な知識を身に付け、数

学的に処理する仕方や推論方

法などの技能を習得している。 

当該分野において、事象を数学

的に考察し表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・発展的に考

えたりすることなどを通して、数

学的な見方、考え方や処理する技

能を身に付けている。 

当該分野における考え方に

関心を持つと共に、数学のよさ

を認識し、事象の考察に積極的

に活用して数学的な考え方に

基づいた探究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

定期考査 

課題レポート 

演習 

課題レポート 

 



令和５年度シラバス【数学研究Ⅰ】（Ｂ類型） 

長野県伊那北高等学校 

科目 数学研究Ⅰ（Ｂ） 
単位

数 
３ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[96 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 なし 副教材等 
改訂版 大学入学共通テスト対策 

ニューステージ数学演習Ⅰ･Ａ+Ⅱ･Ｂ 受験編 

学習の目標 

既習の数学ⅠAⅡB について、より深く理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察する応用力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、それらを活用す

る態度を育てる。共通テスト対策として演習力を身につけ、学力の定着をはかる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、小テストなどを行う。 

・演習を利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

数Ⅰ 

数Ａ 

数Ⅱ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅰの復習・演習 

数学Ａの復習・演習 

数学Ⅱの復習・演習 

 23 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

数Ⅱ 

数Ｂ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅱの復習・演習 

数学Ｂの復習・演習 

数学Ⅰの復習・演習 

数学Ａの復習・演習 

 23 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

数ⅠＡ 

数ⅡＢ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂの演習  23 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習１ 

演習２ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述試験対応） 

特編授業 24 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

既習の数学ⅠAⅡB における

基本的な概念、原理、法則など

を深く理解し、それらを基によ

り発展的な知識を身に付け、数

学的に処理する仕方や推論方

法などの技能を習得している。 

当該分野において、事象を数学

的に考察し表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・発展的に考

えたりすることなどを通して、数

学的な見方、考え方や処理する技

能を身に付けている。 

当該分野における考え方に

関心を持つと共に、数学のよさ

を認識し、事象の考察に積極的

に活用して数学的な考え方に

基づいた探究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

定期考査 

課題レポート 

演習 

課題レポート 

 



令和５年度シラバス【数学研究Ⅱ】（Ａ１類型・Ｂ類型） 

長野県伊那北高等学校 

科目 数学研究Ⅱ（Ａ１･Ｂ） 
単位

数 
３ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[96 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 なし 副教材等 四訂版 メジアン数学演習Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂ 受験編 

学習の目標 

既習の数学ⅠAⅡB について、より深く理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察する応用力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、それらを活用す

る態度を育てる。記述試験・共通テスト対策として問題演習に取り組み、演習力を身につけ、学力

の定着をはかる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、小テストなどを行う。 

・演習を利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数と式、関数と方程式・不等式 

式と証明・論理、整数の性質 

場合の数・確率、図形の性質 

 23 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

数Ⅱ 

数Ｂ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

図形と式、三角・指数・対数関数 

微分法・積分法、ベクトル、数列 

データの分析 

以降、繰り返し 

 23 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

数ⅠＡ 

数ⅡＢ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂの演習  23 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習１ 

演習２ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述試験対応） 

特編授業 24 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

既習の数学ⅠAⅡB における

基本的な概念、原理、法則など

を深く理解し、それらを基によ

り発展的な知識を身に付け、数

学的に処理する仕方や推論方

法などの技能を習得している。 

当該分野において、事象を数学

的に考察し表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・発展的に考

えたりすることなどを通して、数

学的な見方、考え方を適切に表

現・処理する技能を身に付けてい

る。 

当該分野における考え方に

関心を持つと共に、数学のよさ

を認識し、事象の考察に積極的

に活用して数学的な考え方に

基づいた探究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

定期考査 

課題レポート 

演習 

課題レポート 



 



令和５年度シラバス【数学研究Ⅱ】（Ａ２類型） 

長野県伊那北高等学校 

科目 数学研究Ⅱ（Ａ２） 
単位

数 
４ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[128 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 なし 副教材等 四訂版 メジアン数学演習Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂ 受験編 

学習の目標 

既習の数学ⅠAⅡB について、より深く理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察する応用力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、それらを活用す

る態度を育てる。記述試験・共通テスト対策として問題演習に取り組み、演習力を身につけ、学力

の定着をはかる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、小テストなどを行う。 

・演習を利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数と式、関数と方程式・不等式 

式と証明・論理、整数の性質 

場合の数・確率、図形の性質 

 31 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

数Ⅱ 

数Ｂ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

図形と式、三角・指数・対数関数 

微分法・積分法、ベクトル、数列 

データの分析 

以降、繰り返し 

 31 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

数ⅠＡ 

数ⅡＢ 

それぞれの単元での

定義などを理解し、演

習につなげていく。 

数学Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂの演習  31 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２

３ 

演習１ 

演習２ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述試験対応） 

特編授業 32 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

既習の数学ⅠAⅡB における

基本的な概念、原理、法則など

を深く理解し、それらを基によ

り発展的な知識を身に付け、数

学的に処理する仕方や推論方

法などの技能を習得している。 

当該分野において、事象を数学

的に考察し表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・発展的に考

えたりすることなどを通して、数

学的な見方、考え方を適切に表

現・処理する技能を身に付けてい

る。 

当該分野における考え方に

関心を持つと共に、数学のよさ

を認識し、事象の考察に積極的

に活用して数学的な考え方に

基づいた探究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

定期考査 

課題レポート 

演習 

課題レポート 



 



令和５年度シラバス【理数数学Ⅱ】（３年） 

長野県伊那北高等学校 

科目 理数数学Ⅱ 
単位

数 
３ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[96 回] 

学

年 
３ 

学

科 
理数科 

使用教科書 なし 副教材等 2023 スタンダード数学演習Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂ受験編  

学習の目標 

既習の数学ⅠAⅡB について、より深く理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を

数学的に考察する応用力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、それらを活用する

態度を育てる。記述試験・共通テスト対策として問題演習に取り組み、演習力を身につけ、学力の

定着をはかる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、小テストなどを行う。 

・定期考査、小テストを利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

数と式、関数と方程式・不等式 

式と証明・論理、整数の性質 

場合の数・確率、図形の性質 

 23 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

数Ⅱ 

数Ｂ 

数Ⅰ 

数Ａ 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

図形と式、三角・指数・対数関数 

微分法・積分法、ベクトル、数列 

データの分析 

以降、繰り返し 

 23 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

数ⅠＡ 

数ⅡＢ 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

数学Ⅰ･Ⅱ･Ａ･Ｂの演習  23 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習２ 

演習３ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述対応） 

特編授業 24 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

既習の数学ⅠAⅡB における基

本的な概念、原理、法則などを

深く理解し、それらを基により

発展的な知識を身に付け、数学

的に処理する仕方や推論方法

などの技能を習得している。 

当該分野において、事象を数学的

に考察し表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通して、数学

的な見方、考え方を適切に表現・

処理する技能を身に付けている。 

当該分野における考え方に関

心を持つと共に、数学のよさを

認識し、事象の考察に積極的に

活用して数学的な考え方に基

づいた探究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

課題レポート 

定期考査、他テスト 

提出物（プリント、ノート） 

課題レポート・発言・質問 

 



令和５年度シラバス【理数数学特論】 

長野県伊那北高等学校 

科目 理数数学特論 
単位

数 
５ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[160 回] 

学

年 
３ 

学

科 
理数科 

使用教科書 
改訂版 高等学校数学Ⅲ 

（数研出版） 
副教材等 

改訂版 4STEP 数学Ⅲ 

改訂版チャート式 基礎からの数学Ⅲ 

学習の目標 

複素数平面、式と曲線、極限、及び微分法・積分法について理解させ、基礎的な知識の習得と技能

の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学の良さを認識できるようにするとともに、

それらを活用する態度を育てる。 

具体的な取り

組み・指導上

の注意点 

・定期考査、ウィークリーテストなどを行う。 

・定期考査、ウィークリーテストを利用して、学習の自己評価を行わせる。 

・課題を出して、知識・技能の習得の助けとし、思考力・判断力・表現力の向上を目指す。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

第４章 

第５章 

第６章 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

第４章 極限 

第５章 微分法 

第６章 微分法の応用 

２年次から継続 39 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

第６章 

第７章 

 

それぞれの単元での定

義などを理解し、演習

につなげていく。 

第６章 微分法の応用 

第７章 積分法とその応用 

 

 39 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

第１章 

演習１ 

演習を通して、解法の

理解を深める。 

第１章 複素数平面 

数学Ⅲの復習 

 

 

数学Ⅲ終了 

39 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習２ 

演習３ 

数ⅠＡⅡＢの復習 

数学全範囲の演習 

問題演習（共通テスト対応） 

問題演習（記述試験対応） 

特編授業Ⅰ 

特編授業Ⅱ 

40 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

複素数平面、式と曲線、極限及

び微分法積分法における基本

的な概念、原理、法則などを体

系的に理解し基礎的な知識を

身に付け、数学的に処理する仕

方や推論方法などの技能を身

に付けている。 

当該分野において、事象を数学的

に考察し表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展的に考え

たりすることなどを通して、数学

的な見方、考え方や表現の仕方を

身に付けている。 

当該分野における考え方に関

心を持つと共に、数学のよさを

認識し、事象の考察に活用して

数学的な考え方に基づいた探

究をしようとする。 

評価方法 
定期考査 

ウィークリーテスト(小テスト) 

定期考査 

課題レポート 

提出物 

課題レポート 

 



4 3

月
知
技

思
判
表

主
体
的

時
数

4 教科書CROWNより 精読：文法的解説ができる。 ◎ 〇 〇
〜 ３〜４タイトルを抽出 速読：100〜120wpmの速度で読
6  み理解できる。

ﾘｽﾆﾝｸﾞ：文を見ながら初聴で
 必要な情報取得、話の流れ
 の理解ができる。

ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ：内容の英文要約並びに
 英語で感想文が書ける。

ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ：他の生徒と題材及び
 それに関する事項について
 簡単な意見交換ができる。

6 LOOP３
〜 Lesson1〜17
9

10 実力養成重要問題演習
〜 第1問A〜第6問B
12
1
〜
2

令和５年度シラバス【コミュニケーション英語Ⅲ】

科目

使用教科書

⻑野県伊那北⾼等学校

自ら背景情報を探り、不足の点を補う努
力を成果に結びつけることができる。
積極的に英語を学ぼうとする姿勢があ
る。

学習の目標

具体的な
取り組み・
指導上の
注意点

単位数

⻑文読解演習を通じ、語彙・文法等の知
識や技能を活用して大学入試問題程度の
英文を理解する。

指定された速読スピードで読んで
内容が理解できる。
設定時間で設問に正答できる。

共通テストレベルの問題に対する解法を
探求することで総合的かつスピーディー
な英文理解を進める。

設定時間で各自設定した正答率を
確保できる。

知識・技能

標準的な英文を理解できる語彙、文及び
文章を解析的に理解できる文法力があ
る。

目標

５５分
[１２８回]

学年 普通科コミュニケーション英語Ⅲ

CROWN（三省堂） 副教材等

授業時間
[総時間]

CROWN 予習サブノート・WORKBOOK ADVANCED（三省堂）
LOOP3（啓隆社）、実力養成重要問題演習（ラーンズ）他

社会科学、人文科学、科学技術等多岐にわたる英文を読んだり聞いたりする場面で、自らの背景知識、言語知識
を用いて内容を理解し、派生する問題について考察できる。また、関係することがらについて自ら意見や考えを
書いたり、話したりできる。

評
価
方
法

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評
価
規
準

学習内容

英文の内容を十分に理解し、問いに適切
に回答できるか。
英文で理解した内容に付随する情報を基
にさらに深い理解を示すことができる。

設定課題への解答内容、提出課題
考査、課題テスト、小テスト等

社会科学、人文科学、科学技術の各ジャ
ンルに関する題材について、リーディン
グ（精読・速読）・リスニング・要約を
中心としたライティング・感想等を発表
するスピーキング等を通じて理解する。

１年次より培った「読む（精読・速読）」「聞く」「書く（意見・考え）」「話す（意見・考え）」の各技能
を、自由に扱えるよう様々な場面を設定し英語の総合力を⾼める活動を行う。

単元名

考査、課題テスト、小テスト等

40

40

24

24

授業内での発言、提出課題
考査等試験範囲への取り組み等

◎ 〇 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 〇 ◎

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇

〇 ◎ 〇
それぞれの進路目標に合わせた総合的な
英語力向上を図る。

各自の目標を設定する。



2 3

月
知
技

思
判
表

主
体
的

時
数

4 Vision Quest Ⅱ ACE
〜 Part2 Lesson1〜6 ライティングの基本(文章の構造）

6 Part3 Lesson1〜3 プレゼンテーション、ディスカッション、
ディベートの基本（場面に即した発話）

7 アップリフト入試基本 ライティングの基本（演習）
〜 １〜22
11 REPS 効果的な表現のための文法力強化

1〜24
12
〜
2

記述式読解ノート1〜25
大学入試問題程度の日常的な情報文書を
読み取る。

WEB,広告等の内容を短時間に読み
取ることができる。

〇 ◎

文法を意識して英文を作成するこ
とができる。

◎

〇 10

〇 〇

令和５年度シラバス【英語表現Ⅱ】

評
価
方
法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評
価
規
準

学習内容

標準的な英文を理解できる語彙、文及び
文章を解析的に理解できる文法力があ
る。

英文の内容を十分に理解し、問いに適切
に回答できる。
自らの意見、主張等を効果的に英語で表
現できる。

考査、課題テスト、小テスト等
設定課題への解答内容、提出課題
考査、課題テスト、小テスト等

型を意識してﾃﾞｨｽｺｰｽﾏｰｶｰ、ﾚﾄﾘｯｸ
を使った簡単な文が作れる。
主張を展開する場面に合わせた発
話の準備ができ、積極的に話そう
とする姿勢がとれる。

◎

ライティングにおいては構造的な主張や要約ができるよう演習を主体とし、スピーキングにおいてはプレゼン
テーション・ディスカッション・ディベートを通じて効果的に主張を展開できるよう指導する。

授業時間
[総時間]

Vision Quest Ⅱ ACE Workbook
REPS,記述式読解ノート,アップリフト入試基本,大学入試共通テス
トリスニング分野別10min.

単元名 目標

５５分
[６４回]

学年 普通科英語表現Ⅱ

Vision Quest ⅡACE 副教材等

授業内での発言、パフォーマンステスト
考査等試験範囲への取り組み等

基礎となる文法や場面に応じた表現を学びながら、ライティング、スピーキングにおける表現能力を高める。

科目

使用教科書

⻑野県伊那北高等学校

自らの意見、主張を積極的に他者に伝え
ようとする姿勢がある。
積極的に英語を学ぼうとする姿勢があ
る。

学習の目標

具体的な
取り組み・
指導上の
注意点

単位数

〇 〇 ◎ 10

〇 〇
既習範囲の文法を適切に使うこと
ができる

◎ 〇 〇 14

30



2 3

月
知
技

思
判
表

主
体
的

時
数

Hello There！
4 Lesson1 Nice to Meet you 6
5 Lesson2 Hello, Friends 6
6 Lesson3 My Favorite Music 6
7 Lesson4 What Are You Crazy About? 6
8 Lesson5 A Friendly Potluck Dinner 4
9 Lesson6 Are You All Right? 6

10 Lesson7 Talking about Our Town 8
11 Lesson8 Traditional Culture 6
12 Lesson9 Equal Roles 6
1 Lesson10 Helping Each Other 6
2 試験対策 ◎ 〇 〇 4

発言、質問、ロールプレイ
定期考査

様々な場面で、英語を使って他者と日常的なやり取りができる。

科目

使用教科書

⻑野県伊那北⾼等学校

自らに必要な力を理解し、それを伸ばす
ため言語活動などに意欲的に取り組む。

学習の目標

具体的な
取り組み・
指導上の
注意点

単位数

〇 〇 ◎

授業時間
[総時間]

万能英会話フレーズ１０１

単元名 目標

５５分
[６４回]

学年 普通科英語会話

Hello There! 副教材等

令和５年度シラバス【英語会話】

評
価
方
法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評
価
規
準

学習内容

場面や状況に沿った会話を可能とする、
英語の知識やリスニング力を身に着けて
いる。

自分の考えを適切な英語で表現し、理解
してもらえる情報発信力を培っている。

発言、質問、ロールプレイ
定期考査

発言、質問、ロールプレイ
定期考査

基礎的な会話表現をロールプレイ
を通しながら学ぶ。また、その
時々のトピックについて互いに意
見を述べられるようにする。

教科書、教材の表現をもとに実際にコミュニケーションをとるよう演習をベースに実際的な指導を行う。



2 3

月
知
技

思
判
表

主
体
的

時
数

4
〜
6

7
〜
9

9
〜
12

令和５年度シラバス【英語探求】

評
価
方
法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評
価
規
準

学習内容

本的な文章構成を理解しているととも
に、論理的に文章を読解するための英
文法や構文の知識を身につけている。

読み解いた英文を自分の言葉でまと
め、自分の視点から解釈し、表現する
など、情報発信力を培っている。

小テスト・定期考査 ワーク・定期考査

・実社会に関する題材を含め、多分野・多領域に及ぶ英語題材（教材）の読解、リスニング演習を行う。
・情報を理解し、発信する力の元となる４技能の総合力を養成する為に問題演習を行う。
・情報発信の為の、作文演習を行う。

授業時間
[総時間]

なし

単元名 目標

５５分
[６４回]

学年 普通科英語探究

Cutting Edge（Blue）
CNN Comprehensive Trainer

副教材等

発言、質問 調べ学習
定期考査

物事を多角的視点から探究、分析し、それに基づく情報を英語で発信出来る様にする為、その基盤となる多く
の分野、領域に及ぶ発展的な英語題材の読解力を向上させる。併せて、生きた英語に対する感受性を高めリス
ニング力を高める。

科目

使用教科書

⻑野県伊那北高等学校

英文を通して取り扱われる題材につい
て、自分なりの観点を持って探究す
る。

学習の目標

具体的な
取り組み・
指導上の
注意点

Cutting
edge(Blue)Ch1~6

CNN 1〜4

生命化学
社会学
異文化理解

パラグラフリーディングによる入
試英文解釈の力をつける

Second step
社会問題
環境問題
プレゼンテーション

Cutting
edge(Blue)Ch7~10

CNN 5〜7

英文読解力向上
調べ学習と発表活動の試みをする

単位数

入試過去問題

科学・社会・経済・医療・環境・異文
化理解等広範囲にわたり、
600words~700wordsの英文を読み、設
問を解く

難関国公立大、私立大レベルの難
易度の英文読解力を完成させる。

First step

◎

Third step
Cutting

edge(Blue)Ch12~1８
CNN 8〜12

社会問題・/調べ学習
プレゼンテーション

英文読解力向上
発表活動の精度をあげる

○ 15

○ ○ ◎ 15

○

19○ ◎ ○

○ ◎ ○ 15



令和５年度シラバス【Practical Writing（プラクティカル・ライティング）】 
⻑野県伊那北⾼等学校 

科目 Practical Writing 
単位
数 

２ 
授業時間 
[総時数] 

５５分 
[６４回] 

学
年 

3 
学
科 

普通科 

使用教科書 英作文のトレーニング 副教材等 アップリフト英作文 

学習の目標 
 様々なライティング活動を通じ、文章の構成を意識しつつ、発想力や表現力が豊かで、纏まりのあ
る文章が書ける様になる事、又プレゼンテーションやインタビュー等を通じて、自分の書いたものを
きちんと発信出来る事を目標とする。 

具体的な 
取り組み・ 
指導上の 
注意点 

 毎時間 10 分間の自由作文（ジャーナルライティング）を行い、英語を書く事に慣れる。年間の導
入に大学入試問題を用い、様々なタイプの英作文の存在を意識させる。要約やパラグラフライティン
グの基礎を学び、エッセーを書いてみる。又ディベートの基礎を学び、理論的且つ批判に耐えられる
纏まりのある文が書ける様にする。更に入試問題の過去問を扱いながら添削を繰り返し、より実戦的
な自由英作文能力を⾼めていく。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 
４ 
５ 
６ 

 多様なライティングに
取り組む 

課題文（英語）要約、会話文要約、自由英
作文など 

 １３ 

第１回考査 １ 
６ 
７ 
８ 
９ 

 パラグラフライティン
グ導入 

スキットやテレビコマーシャルの作成 
グループワーク、プレゼンテーション 
オピニオンライティング１ 
オピニオンライティング２ 

  ５ 
 ５ 
 ２ 

第２回考査 １ 
９ 
10 
11 

 論理的な文章作成 オピニオンライティング３ 
ディベート 

 ８ 
 ８ 

第３回考査 １ 
12 
１ 
２ 

 問題演習 自由英作文能力作成 入試ライティング
教材や過去問 

１６ 

第４回考査 １ 
３  問題演習 自由英作文能力作成  ４ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
自由作文に必要となる、論理的
な文章構成を作成する技能を
身につけている。 

授業で学習したことを、ペアワー
クやプレゼンテーションといっ
た言語活動の際に取り入れ、自ら
の表現に活かす。 

自分が伸ばすべき力を把握し、
自由英作文やディベートのよ
うな活動に目標を持って取り
組む。 

評価方法 
自由英作文 
課題 定期考査 

自由英作文 
プレゼンテーション 定期考査 

自由英作文 
発言、ディベート 定期考査 

 



令和 5 年度シラバス【世界史探究】 

長野県伊那北高等学校 

科目 世界史探究 単位数 ３ 
授業時間 

[総時数] 

５５分 

[96 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 改訂版詳説世界史（山川出版） 副教材等 グローバルワイド 最新世界史図表 第一学習社 

学習の目標 

世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解させ，文化の多様

性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって，歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生き

る日本国民としての自覚と資質を養う。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

世界の諸地域の歴史過程や文化、その交流に関心を持ち、自ら積極的に学ぶ姿勢を養う。 

教科書や諸資料集から適切な情報を読みとり、年表・地図の作成や書込教材への記述、授業での発言をす

ることで、その理解を深めることができる。歴史的な事象を、各地域の歴史である縦軸と、その伝播・交

流である横軸の交錯によるものとして捉え、全ての要素により世界史が成り立っていることを理解する。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

近世ヨーロッパ世

界形成と展開 

近代ヨーロッパ・

アメリカ世界成立 

ヨーロッパ世界の拡大に

伴う社会の大きな変革の

動きを政治・経済等の広い

側面から理解する。 

ヨーロッパ世界の拡大，ルネサンス，宗教改革，ヨ

ーロッパ諸国の抗争と主権国家大成の形成，重商

主義と啓蒙専制主義，ヨーロッパ諸国の海外進出，

17～18 世紀ヨーロッパの文化と社会，産業革命，

アメリカ独立革命，フランス革命とナポレオン 

教科書に掲載されている航

路図，世界地文化・美術の図

版，革命期の資料，王室の系

図などを適切に活用する。 

23 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

欧米における近

代家の発展 

アジア諸地域の

動揺 

ウィーン体制の成立と，そ

の後に広がった各地域の

自由主義，ナショナリズム

の運動を理解する。 

ウィーン体制の成立，ヨーロッパの再編と新統一

国家の誕生，南北アメリカの発展，19 世紀の欧米

文化，オスマン帝国支配の動揺と西アジア地域の

変容，南・東南アジアの植民地化，東アジアの激動 

各地域における諸国の領域

地図や図版を活用する中で，

戦乱の場所・過程等を視覚的

に把握する。 

23 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

帝国主義とアジ

アの民族運動 

二つの世界大戦

冷戦と第三世界

の独立 

帝国主義列強による植民

地化，ヴェルサイユ体制下

の欧米諸国の動向，その後

の国際的な緊張が高まる

時代を理解する。東西両陣

営の分裂から終結へまで

の冷戦の流れとその過程

での影響を理解する。 

帝国主義と列強の展開，世界分割と列強対立，ア

ジア諸国委の改革と民族運動，第一次世界大戦と

ロシア革命，ヴェルサイユ体制下の欧米諸国，ア

ジアアフリカ地域の民族運動，世界恐慌とファシ

ズム諸国の侵略，第二次世界大戦戦後世界秩序の

形成とアジア諸地域の独立，米ソ冷戦の激化と西

欧・日本の経済復興，第三世界の台頭と米ソの歩

み寄り，石油危機と世界経済の再編 

列強の海外植民，同盟・協商

関係図，列強の勢力圏，戦後

の国際関係の図版・写真・記

録フィルム・当時の新聞など

を適切に活用する。 

23 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

現在の世界 

世界史演習 

世界史演習 

また現代の紛争，その解決

や軍縮の試みを理解する。 

社会主義世界の変容とグローバリゼーションの進

展，途上国の民主化と独裁政権の動揺，地域紛争

の激化と深刻化する貧困，現代文明の諸相 

現代社会の課題に関する情

報を収集し，活用する。 

24  

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

世界史に必要な基本的知識を身に

つけ，様々な地域の歴史と関連づ

けながら理解しているか。 

世界史の授業で学習したことをもと

に，現代に起こる様々な人類の課題

を，多角的・多面的に考察できるか。 

様々な資料を活用して，それぞれの時代

の政治・経済・社会・文化等の特徴につ

いて 理解を深められるか。 

評価方法 

4 回の考査や諸課題の提出で知識

技能の定着を見定める。 

授業での発問に対する応答や，発表か

ら総合的に判断する。 

学習で諸課題に意欲的に追求し捉えよう

としている。 

 



令和 5 年度シラバス【 日本史探求 】 

長野県伊那北高等学校 

科目 日本史探求 
単位

数 
３ 

授業時間 

[総時数] 

55 分 

[96 回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
改訂版詳説日本史 

（山川出版社） 
副教材等 

詳細日本史（浜島書店） 

新日本史要点ノート［応用編］（啓隆社） 

日本史用語集（山川出版社） 

ウィニングコンパス（とうほう） 

学習の目標 
過去に学べる人材、経験のみに頼るのではなく、確固たる意志を持って自身の未来を

切り拓ける人材の育成を目指す。受験終了後にも継続する興味・関心を醸成したい。 

具体的な取り組み・ 

指導上の注意点 

二年次の学習の続きから授業を始める。用語の暗記に終始するのではなく、「５W１H

１R」を意識して学習に取り組んでほしい。史料や資料から、因果関係や人物の関係性

などを考察できる学習を心掛けたいので、生徒のみんなにも自分なりの問題意識や 

疑問点を持って授業に臨んでほしい。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

 

５ 

 

６ 

第７章 

幕藩体制の展開 

 

第８章 

幕藩体制の動揺 

近世幕藩体制の安定期

から、三大改革を経て

内憂外患に至る様子

を、文化を踏まえて 

理解させる。 

 

１ 幕政の安定 

２ 経済の発展 

３ 元禄文化 

１ 幕政の改革 

２ 宝暦・天明期の文化 

３ 幕府の衰退と近代への道 

４ 化政文化 

教科書や資料集・

史料の内容を参照

しつつ、グループ

ディスカッション

なども交えて展開

させたい。 

31 

第１回考査 １ 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

第９章 

近代国家の成立 

 

 

 

 

第 10 章 

二つの世界大戦

とアジア 

幕末期の混乱から新政

府の樹立、その後の政

府主導による立憲国家

の樹立と、日本の国際

的地位の確立までを 

理解させる。 

20 世紀以降の日本の 

国際的な立ち位置や、

国内の状況を文化も 

含め学習させる。 

 

 

１ 開国と幕末の動乱 

２ 明治維新と富国強兵 

３ 立憲国家の成立と日清戦争 

４ 日露戦争と国際関係 

５ 近代産業の発展 

６ 近代文化の発達 

１ 第一次世界大戦と日本 

２ ワシントン体制 

３ 市民生活の変容と大衆文化 

４ 恐慌の時代 

５ 軍部の台頭 

６ 第二次世界大戦 

 31 

 

第２回考査 １ 

９ 

 

10 

 

11 

 

第 11 章 

占領下の日本 

 

第 12 章 

高度成長の時代 

 

戦後日本の歩みを、 

共通テストの出題を

踏まえつつ学習して

いく。 

 

 

１ 占領と政策 

２ 冷戦の開始と講和 

 

１ 55 年体制 

２ 経済復興から高度成長へ 

 

 31 



 第 13 章 

激動する世界と

日本 

 １ 経済大国への道 

２ 冷戦の終結と日本社会の 

変容 

第３回考査 １ 

12 

 

１ 

 

２ 

演習 

 

 

 

 

共通テスト対策に 

向け問題演習を積み

重ねる。 

 特編での授業  

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

我が国の歴史の展開に関

わる諸事象について，地

理的条件や世界の歴史と

関連づけながら総合的に

とらえて理解していると

ともに、諸資料から我が

国の歴史に関する様々な

情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に

つけるようにする。 

我が国の歴史の展開に関わる事象の

意味や意義、伝統と文化の特色など

を、時期や年代、推移、比較、相互の

関連や現在とのつながりなどに着目

して、概念などを活用して多面的・多

角的に考察したり、歴史にみられる課

題を把握し解決を視野に入れて構想

したり、考察、構想したことを効果的

に説明したり、それらをもとに議論し

たりする力を養う。 

我が国の歴史の展開に関わる

諸事象について、よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的

に探究しようとする態度を養

うとともに、多面的・多角的な

考察や深い理解を通して涵養

される日本国民としての自覚、

我が国の歴史に対する愛情、他

国や他国の文化を尊重するこ

との大切さについての自覚な

どを深める。 

評価方法 小テスト 定期考査 定期考査 発言・質問 定期考査 

 

○学習のポイント 

 共通テスト受験を主眼とした授業を展開するが、私大向けの問題や用語説明にも適宜触れていく。教科書の 

記述のみでは理解できないことなども多々あると思われる。その際には、遠慮なく質問してほしい。こちらも 

可能な限り答えたい。確認や調査のために時間をもらう場合もあるが、是非問い掛けてほしい。 

 日本史という科目に興味と関心を持って取り組んでもらえれば、きっと受験においても結果はついてくるはず

だ。悔いの残らないよう、一緒に頑張ろう！ 



令和５年度シラバス【地理探究】 

長野県伊那北高等学校 

科目 地理探究 
単位

数 
３ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[96 回] 

学

年 
３ 

学

科 

普通科 

理数科 

使用教科書 
新詳地理 B，帝国書院 

詳解現代地図，二宮書店 
副教材等 

新編地誌資料，白地図作業帳，とうほう 

データブックオブザワールド 2022，二宮書店 

学習の目標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に，さらに歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し，現代世界

への地理的認識を養う。地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民とし

ての自覚と資質を養う。 

具体的な取り組み 

指導上の注意点 

現代世界の地理的事象に対する関心と課題意識を高め，意欲的に追究する。 

地球的な課題を見いだし，系統地理的・地誌的に考察し，その過程や結果を適切に表現する。 

地図，統計，画像など地域に関する有用な資料や情報を選択，解釈して図表などにまとめる。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

貿易 

人口 

集落 

貿易や経済圏，国際分業，人口

分布・人口構成・人口転換，集

落の発達について考察する。 

世界の貿易，日本の貿易 

世界の人口，人口問題 

村落の立地と発達 

人口ピラミッドなどから

優位な情報を読み取る。 

統計資料から情報を得る。 

23 

第１回考査 1 

６ 

７ 

８ 

９ 

都市 

衣食住 

民族と国家 

東アジア 

先進国・途上国の都市と居住問

題の特色や課題を考察する。文

化・宗教・言語・民族について

分布と諸問題を考える。 

都市の発達と立地，都市の拡大と地域分化，都市問題 

衣食住，人種と人種問題，言語と宗教，民族問題 

国家の領域と国境，国家間の結びつき 

東アジアの地誌 

衣食住や宗教や言語分布 

と生活との関わりを考察

する。民族問題の諸例を学

び問題を的確に把握する。 

23 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

東南アジア 

南アジア 

西アジア 

アフリカ 

ヨーロッパ 

ロシア周辺 

南北アメリカ 

オセアニア 

世界の諸地域の自然環境，産

業，歴史，文化，経済社会の課

題などを項目ごとに整理し，地

域的特色を理解する。 

東南アジアの地誌 

南アジアの地誌 

西アジアの地誌 

アフリカの地誌 

ヨーロッパの地誌 

ロシア周辺の地誌 

南北アメリカの地誌 

オセアニアの地誌 

項目ごとに整理し諸地域

を静態的に考察する方法

と，諸事象の関係から動態

的に捉える方法を学ぶ。 

写真や統計資料から地域

の特色や課題にかかわる

情報を引き出す。国際情勢

を地理的に分析する。 

23 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

３ 

演習 総合的な地理の学力を定着さ

せる。 

系統地理と地誌の問題演習 横断的な目線を持って、比

較地誌を考察する。 

24 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

人口，集落，文化，宗教，民族

と国家，国際社会への理解を深

め人間生活との相関を学ぶ。既

習の学習から地誌を考察する。 

地理的事象の分布やその特性，

成因，人間生活との関わりを多

面的，多角的に考察し，諸課題を

適切にまとめ，表現できる。 

地図や各種統計資料の読み取

り，利用方法を身につけ，資料

を用いて諸現象を表現できる

能力を身につける。 

評価方法 

3 回の考査などで基礎的・応用

的な問題を課し，知識・技能の

定着と発展性を見定める。 

定期考査後にレポートを課し

し，思考・判断・表現の定着と発

展性を評価する。 

グループ学習，質疑応答，事後

の質問などで主体的に取り組

む態度を評価する。 
 



令和５年度シラバス【  倫理探究  】 

長野県伊那北高等学校 

科目 倫理探究 
単位

数 
２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[ ６４回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
高校倫理 新訂版 

（実教出版） 
副教材等 

『テオーリア 最新倫理資料集』（第一学習社） 

『倫理用語集』（山川出版社） 

『高校倫理 新訂版 演習ノート』（実教出版） 

学習の目標 

・学習を通じて、さまざまな哲学者や思想家、宗教家の思索を深く理解し、現代社会における諸

問題に対して、それらを踏まえながら批判し、反省することのできる「愛知者」となる。 

・学習を通じて、大学共通テストを中心とした入試に対応する実践力を身につける。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・授業においては、図や絵を用いながら、第一に思想家とその人物が唱えた思想の内容の対応

関係（「誰が何を言ったか）を、第二に思想家同士の影響関係（「A の思想と B の思想はどこが

どう違うのか」「思想家 C の影響を受けた思想家は誰か」）を整理することを重視する。 

・抽象的な哲学用語をただ理解し、記憶することだけではなくて、自身の人生観、人間観、世界

観を問いなおす「本質的な問い」に思いをはせ、その答えを他者と共有する機会を設ける。 

・大学共通テストで高得点を取ることをめざし、青年心理・源流思想・日本思想を含む既習内容

の確認を絶えず行なうとともに、問題演習の時間を多く確保する。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

1 

現代に生

きる人間

の倫理 

・西洋近代思想 を理

解する。 

・民主社会の形成（啓蒙思想） 

・人格の尊厳（カント） 

・人倫（ヘーゲル） 

・個人と社会の調和（功利主義） 

・社会の進歩（プラグマティズムなど） 

・社会の変革（社会主義） 

・主体性の自覚（実存主義・現象学） 

左はあくまで予定

であり、時折の社

会状況に応じて変

更することもあり

うる。 

15 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

2 

現代の諸

課題と倫

理 

・現代思想 を理解す

る。 

・理性の深層への反省（精神分析） 

・言葉への反省（言語学・分析哲学） 

・理性の働きへの反省（フランクフルト学派） 

・他者へのまなざし（構造主義） 

・生命への畏敬と非暴力の思想 

（シュヴァイツァー・ガンディーなど） 

・正義と福祉（ロールズ・セン） 

・社会のなかの人間（アーレントなど） 

・生命の倫理 

・環境の倫理 

・家族の課題 

・地域社会の課題 

・高度情報化社会の課題 

・文化と宗教の課題 

・国際平和と人間の福祉の課題 

左はあくまで予定

であり、時折の社

会状況に応じて変

更することもあり

うる。 

15 

 

第２回考査 １ 



９ 

10 

11 

演習Ⅰ ・入試に向けた基礎力

を身につける。 

・分野別・単元別の問題演習 左はあくまで予定

であり、時折の社

会状況に応じて変

更することもあり

うる。 

17 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

演習Ⅱ ・入試に向けた実践力

を身につける。 

・共通テストと同じ形式の問題演習 左はあくまで予定

であり、時折の社

会状況に応じて変

更することもあり

うる。 

14 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目「倫理」で取り扱われる全内容

を理解しているか。 

共通テストにみられるような正誤

判定、資料読解の問題が解けるよう

になっているか。 

「本質的な問い」に対して自分なり

の見解をもっているか。それをわか

りやすく論述できているか。 

真摯に授業に参加しているか。 

定期考査にむけて学習を自主的に

行なえているか。 

評価方法 

定期考査における知識の定着度を

問う問題の正答率などを参考に、総

合的に判断する。 

定期考査における思考力や表現力

を問う問題の正答率やレポート等

の提出物などを参考に、総合的に判

断する。 

定期考査の点数や提出物、授業にお

けるグループワークの取り組みな

どを参考に、総合的に判断する。 

 

○ 学習のポイント 

・長期的な目標として、自身が「愛知者」となり、さまざまなものの見方を得、価値観の異なる他者に寛容にな

ることをめざし、短期的な目標として、共通テストなどの入試で高得点をとることをめざしてほしい。 

・長期的な目標に到達するためにも、授業中紹介した書籍や教科書・資料集にのっている原典を手にとって、思

想家のことばにふれてみてほしい。 

・短期的な目標に到達するために、考査の問題や購入した問題集をくり返し説き、丹念に復習をしてほしい。 



令和５年度シラバス【政治・経済】 

長野県伊那北高等学校 

科目 政治・経済 
単位

数 
２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 

普通科 

理数科 

使用教科書 
政治・経済 

（東京書籍） 
副教材等 

最新図説 政経（浜島書店） 

要点マスター 政治・経済演習ノート（東京書籍） 

学習の目標 

社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、特に経済活動に関わる諸課題に関して、現実社会

の諸事象を通して理解を深めるとともに、国内外の政治・経済に関する諸資料から必要な情報を適切

かつ効果的に読み取り、課題の解決に向けて多面的・多角的に考察、構想し、表現することができる。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

政治・経済のうち「経済分野」を中心に、教科書内容の確実な定着と理解を図る。その上で、現代

社会の諸課題に関する資料を適切に読み取り、定着した知識を活用した説明を行う機会を設ける。 

また、関連する「政治分野」の内容を取り入れながら経済的事象を考察することを通して、取り上

げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させた多面的・多角的な考察を行うことができる。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

1.経済とは

2.企業 

3.市場 

4.国民所得

経済成長 

経済に関する基本的な事柄を

理解するとともに、個人や企

業、政府の経済活動や関わり

について、現実社会の諸事象

を通して考察を深める。 

経済活動の意義、現代の経済社会の変容について理解

を深める。(1)個人や企業の経済活動における役割と責

任について考察する。（２）市場機構の機能と限界を理

解し、市場の問題点を考察する。（３）経済成長や景気

変動と国民福祉の向上の関連について考察する。（４） 

単元の原理・原則を通し

て、現実社会の諸事象を

説明する機会を設ける。 

１5 

第１回考査 １ 

６ 

７ 

８ 

９ 

5.金融 

6.財政 

7.戦後 

日本経済 

財政の働きと仕組み及び租税

などの意義、金融の働きと仕

組み等について、現実社会の

諸事象を通して考察を行う。 

金融や政府の役割と財政、租税について理解を深め、

日本の経済政策の方向性を考察する。（5,6）日本経済

の現状がどのように成り立っているのか理解を深め

る、政治的事柄と絡めて考察を行う。（7） 

単元の原理・原則を通し

て、現実社会の諸事象を

説明する機会を設ける。 

１5 

 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

8.福祉の

向上 

 

経済活動と福祉の向上との関

連などについて多面的・多角

的な考察を行う。 

日本の中小企業や農業の現状、公害の発生原因と対策、

消費者の立場や権利、日本の労働、社会保障について

理解を深め、今後の在り方について考察する。 

単元の原理・原則を通し

て、現実社会の諸事象を

説明する機会を設ける。 

１5 

第３回考査 １ 

12 

１ 

２ 

9.国際 

経済 

相互依存関係が深まる国際経

済の特質について多面的・多

角的な考察を行う。 

貿易に関する立場の違い、国際収支表、外国為替など

国際経済に関する基本的事柄を理解し、貧困や格差な

どの諸課題について現実の諸事象を通して考察する。 

単元の原理・原則を通し

て、現実社会の諸事象を

説明する機会を設ける。 

１５ 

第４回考査 １ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

社会的事象、特に経済的事象に

関わる基本的な事柄や、学び方

を理解し、その知識を身に付け

ることができている。 

社会的事象、特に経済的事象に関

わる諸課題に対して、多面的・多

角的に考察し、社会の変化や多様

な立場を踏まえた判断や表現を

することができる。 

社会的事象に対する関心を高

め、意欲的に現代社会の諸課題

について追究するとともに、他

者との関わりの中でより良い

解決を模索することができる。 

評価方法 ４回の考査などで基礎的・応

用的な問題を課し，知識・技能

の定着と発展性を見定める。 

授業内での考察への取り組み

や、その内容から判断する。 

グループ学習，質疑応答，事後

の質問などで主体的に取り組

む態度から判断する。 



1 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

4 日本社会の諸課題 １．少子高齢社会と社会保障

・社会保障の意義と歴史 〇 〇

・日本における社会保障 〇 〇

・世界と比較した際の社会保障 〇 〇

・少子高齢社会と社会保障 〇 〇 〇

２．地域社会の活性化

・地域社会の現状 〇 〇

・地域社会の抱える課題 〇 〇

・地域社会の活性化 〇 〇 〇

【第１回考査】 〇 〇 〇 1

6 ３．若者の労働環境

・日本の雇用環境と労働条件 〇 〇

・若者の雇用環境と労働条件 〇 〇 〇

４．中小企業の活路

　 ・中小企業を取り巻く経済環境 〇 〇

・中小企業の課題と展望 〇 〇 〇

５．日本の「食」と「農」

・日本の「食」と「農」の現状 〇

・グローバル化と日本の農業 〇 〇

・「食」の安全と安心 〇 〇

・日本の農業の未来 〇 〇 〇

9 【第２回考査】 〇 〇 〇 1

国際社会の諸課題 １．地球環境とエネルギー

・世界のエネルギー供給 〇 〇

・原子力発電の動向と新エネルギー 〇 〇 〇

２．国際経済格差と貧困

・国際経済格差の現状 〇 〇

・経済格差と開発援助の在り方 〇 〇 〇

12 【第３回考査】 〇 〇 〇 1

３．世界の紛争

　 ・世界の地域紛争 〇 〇

・紛争解決と移民難民問題 〇 〇 〇

令和５年度シラバス【政経探究】

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

規

準

学習内容

現代の諸課題に関わる基本的な事柄に

ついて理解し、その知識を身に付ける

ことができている。

現代の諸課題に関わる資料を正確に読

み取り、社会の変化や多様な立場を踏

まえた判断・表現をすることができ

る。

３回の定期考査で基礎的・応用的な問

題を課し、知識の定着と発展性を判断

する。

授業内での考察への取り組みやその内

容、定期考査での初見問題への対応で

判断する。

日本社会の諸課題の解決（社会保障、地域社会、労働、農業・食料、財政の健全化、防災など）に向けて、政

治と経済とを関連させて多面的・多角的に考察、構想するための知識や概念の確実な定着をはかるとともに、

よりよい社会の在り方についての自分の考えを説明や論述、そして議論する機会を多く設ける。

授業時間

[総時間]
学年

普通科

理数科
政経探究

政治・経済

東京書籍
副教材等

授業内での考察への取り組みやその内

容、定期考査での予告問題への取り組

み等から判断する。

社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、特に経済活動に関わる諸課題に関して、現実社会の諸事象を

通して理解を深めるとともに、国内外の政治・経済に関する諸資料から必要な情報を適切かつ効果的に読み取

り、課題の解決に向けて多面的・多角的に考察、構想し、表現することができる。

科目

使用教科書

長野県伊那北高等学校

社会的事象に対する関心を高め、意欲

的に現代社会の諸課題について追究す

るとともに、他者との関わりの中でよ

り良い解決を模索することができる。

学習の目標

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

単位数

4

4

現代社会の諸課題に対して、政治

と経済とを関連させた多面的・多

角的な考察を行い、課題解決に向

けた自分の考えを表現することが

できる。

最新図説　政経　浜島書店

要点マスター　政治・経済演習ノート　東京書籍

単元名 目標

５５分

[３２回]

3

4

4

4

3

3
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月
時

数

【物理基礎】

4 第1章　電界と電位 4 コンデンサ 4

第2章　電流 １電流 1

２直流回路 6

3半導体 1

5 第３章　磁界 １磁気力と磁界 1

２電流が作る磁界 1

3電流が受ける力 2

4 ローレンツ力 2

6 第４章　電磁誘導 １電磁誘導の法則 2

２磁界中を運動する導体棒 2

1

３事故誘導と相互誘導 2

４交流 6

５電気振動 1

7 第５部　原子・分子の世界

第１章　電子と光 1 電子の電荷と質量 2

２光の粒子性 2

３X線 1

４光の粒子性と波動性 1

8 第２章　原子原子核素粒子１原子モデル 3

9 ２原子核と放射線 3

高校物理の総復習 力学 基本事項の徹底的な復習 3

問題の状況を読み解いて理解をする練習

1

9 高校物理の総復習 力学 5

基本事項の徹底的な復習

10 波動 問題の状況を読み解いて理解をする練習 5

11 熱力学

電気と磁気 10

原子分子 5

1

学習の目標
　物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うこと

などを通して，科学的に探究するために必要な資質・能力を育成すること。

科目 物理 単位数
授業時間

[総時間]

５５分

[96回]
学年 普通科

使用教科書

考える物理基礎

考える物理基礎舞ノート

物理　改訂版（全て啓林館）

副教材等

フォローアップドリル物理基礎（数研出版）

フォローアップドリル物理（数研出版）

セミナー物理基礎＋物理（第一学習社）

第２回定期考査

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

（1） 物理学における基本的な概念，原理・法則などについての系統的な理解を深め，科学的に探究する

ために必要な知識や技能を身に付けるようにする。

（2） 物理的な事物・現象に関して，観察，実験などを行い科学的に探究する力を養う。

（3） 自然に対する関心を高め，事物・現象を科学的に探究しようとする態度を養う。

単元名 学習内容 目標

第4部　電気と磁気

各物理現象に関する概念を理解し、基本事項の修

得を目指す。文章を読んで状況を理解し、どの基

本事項を使って現象を解き明かすのかを考えられ

ることを目指す。

第1回定期考査

各物理現象に関する概念を理解し、基本事項の修

得を目指す。文章を読んで状況を理解し、どの基

本事項を使って現象を解き明かすのかを考えられ

ることを目指す。

第３回定期考査
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問題の状況を読み解いて理解をする練習

1

2

評

価

方

法

小テスト

実験レポート　定期考査

実験レポート

定期考査

発言・質問

実験レポート　定期考査

評

価

規

準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているととも

に、科学的に探求するために必要な観

察実験などに関する基本操作や記録な

どの技能を身に着けている。

自然の事物・現象から問題を見出し、

見通しをもって観察、実験などを行

い、得られた結果を分析して解釈し、

表現するなど、科学的に探求してい

る。

自然の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学

的に探求しようとしている。



3 3

月
時

数

【物理基礎】

4 第1章　電界と電位 4 コンデンサ 4

第2章　電流 １電流 1

２直流回路 6

3半導体 1

5 第３章　磁界 １磁気力と磁界 1

２電流が作る磁界 1

3電流が受ける力 2

4 ローレンツ力 2

6 第４章　電磁誘導 １電磁誘導の法則 2

２磁界中を運動する導体棒 2

1

３事故誘導と相互誘導 2

４交流 6

５電気振動 1

7 第５部　原子・分子の世界

第１章　電子と光 1 電子の電荷と質量 2

２光の粒子性 2

３X線 1

４光の粒子性と波動性 1

8 第２章　原子原子核素粒子１原子モデル 3

9 ２原子核と放射線 3

高校物理の総復習 力学 基本事項の徹底的な復習 3

問題の状況を読み解いて理解をする練習

1

9 高校物理の総復習 力学 5

基本事項の徹底的な復習

10 波動 問題の状況を読み解いて理解をする練習 5

11 熱力学

電気と磁気 10

原子分子 5

1

学習の目標
　物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うこと

などを通して，科学的に探究するために必要な資質・能力を育成すること。

科目 理数物理 単位数
授業時間

[総時間]

５５分

[96回]
学年 理数科

使用教科書

考える物理基礎

考える物理基礎舞ノート

物理　改訂版（全て啓林館）

副教材等

フォローアップドリル物理基礎（数研出版）

フォローアップドリル物理（数研出版）

セミナー物理基礎＋物理（第一学習社）

第２回定期考査

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

（1） 物理学における基本的な概念，原理・法則などについての系統的な理解を深め，科学的に探究する

ために必要な知識や技能を身に付けるようにする。

（2） 物理的な事物・現象に関して，観察，実験などを行い科学的に探究する力を養う。

（3） 自然に対する関心を高め，事物・現象を科学的に探究しようとする態度を養う。

単元名 学習内容 目標

第4部　電気と磁気

各物理現象に関する概念を理解し、基本事項の修

得を目指す。文章を読んで状況を理解し、どの基

本事項を使って現象を解き明かすのかを考えられ

ることを目指す。

第1回定期考査

各物理現象に関する概念を理解し、基本事項の修

得を目指す。文章を読んで状況を理解し、どの基

本事項を使って現象を解き明かすのかを考えられ

ることを目指す。

第３回定期考査
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問題の状況を読み解いて理解をする練習

1

2

評

価

方

法

小テスト

実験レポート　定期考査

実験レポート

定期考査

発言・質問

実験レポート　定期考査

評

価

規

準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているととも

に、科学的に探求するために必要な観

察実験などに関する基本操作や記録な

どの技能を身に着けている。

自然の事物・現象から問題を見出し、

見通しをもって観察、実験などを行

い、得られた結果を分析して解釈し、

表現するなど、科学的に探求してい

る。

自然の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学

的に探求しようとしている。



3 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

4 4章 化学平衡 ○ ○

○ ○

5 ○ ○

1章 非金属元素 ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

6 2章 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

3章 金属元素(Ⅱ) ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

7 ○ ○

○ ○ ○

1章 ○ ○

○ ○

8 2章 ○ ○ ○

○ ○ ○

10

9

2

6

5

有機化合物の特徴や、性質に

ついて、分子構造と関連付け

ながら理解し定着させる。

5
炭化水素

1 飽和炭化水素 （実験）

2 不飽和炭化水素 （実験）

有機化合物の

特徴と分類

1 有機化合物の特徴と分類

2 有機化合物の分析

脂肪族

第３編　無機化学

第２編　物質の変化

第４編　有機化合物

金属元素(Ⅰ)

平衡の概念と反応速度との関

係並びに、平衡の移動につい

て理解する。

様々な元素の単体・化合物の

性質を、周期表上の位置や電

子配置といった既習内容と関

連付けながら理解し、定着さ

せる。

学習内容

1 可逆反応と化学平衡

2 平衡状態の変化

3 電解質水溶液の化学平衡

1 元素の分類と周期表

2 水素

3 貴ガス元素

4 ハロゲン元素

5 酸素・硫黄

6 窒素・リン

（実験）

3 銅

4 銀

5 金・クロム・マンガン

6 金属イオンの分離・確認

3 アルミニウム・亜鉛

2 ２族元素

（実験）

（実験）

（実験）

4 スズ・鉛

1 遷移元素の特徴

令和５年度シラバス【化学】

長野県伊那北高等学校

科目 化学 単位数
授業時間

[総時間]

５５分

[９６回]
学年 普通科

使用教科書
改訂版　化学

（数研出版）
副教材等

リードα化学（数研出版）

フォローアップドリル化学（数研出版）

フォトサイエンス化学図録（数研出版）

学習の目標
化学や化学現象に関わり、科学的な見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通

して、様々な化学現象を科学的に探求するために必要な資質能力を身に着ける。

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

・化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、化学に関したの知識を深める。

・科学的に思考し判断するために必要な観察、実験等に関する基本的な技能を身に着ける。

・実験を通して、化学反応や身近にある化学変化に主体的に関わり探究する力を養う。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行う。

単元名 目標

2 鉄

（実験）

（実験）

7 炭素・ケイ素

1 アルカリ金属元素



3章 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

○ ○

○ ○

4章 ○ ○

10 ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

1章 ○ ○ 1

2章 ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

3章 ○ ○

11 ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ 7

12 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

 ○ 学習のポイント

4 天然ゴムと合成ゴム

2 合成繊維 （実験）

復習および演習

1 アルコールとエーテル （実験）

合成

高分子化合物

1 合成高分子化合物

3 合成樹脂

高分子化合物

の性質

1 高分子化合物の構造と分析

3 カルボン酸

4 エステルと油脂

芳香族化合物

アルコールと

関連化合物

　自然科学の学習では、自然の現象を我々が理解しやすいように法則や数式に変換したものを用いて学んでいきます。化

学ももちろん同様ですが、特に化学は目に見えるマクロ的な変化を、分子レベルのミクロ的な視点で考えられるように

し、分子の挙動、イオンの生成などのイメージを頭の中で作ることが大切です。現象の名前や公式をただ暗記したりする

ような学習は非効率で、楽しくありません。

　また、物質名や化学式をはじめとして、知っていないと解けない問題が非常に多いのが化学の特徴でもあります。１，

２年次の化学基礎・化学の知識を定着させた上で、楽しく学ぶことが大切です。

7

7

6

5

1 芳香族炭化水素

4 芳香族アミンとアゾ化合物

5 有機化合物の分離

第５編　高分子化合物

2 フェノール類

3 芳香族カルボン酸 （実験）

天然に存在する物質、及び身

近な工業製品の性質・利用に

ついて基本構造と性質を理解

し、分子構造と関連付けなが

ら知識を定着させる。

天然

高分子化合物

1 天然有機化合物の種類

2 単糖・二糖

3 多糖

4 アミノ酸

5 タンパク質

6 核酸

2 アルデヒドとケトン （実験）

復習および演習

復習および演習

復習および演習

26

評

価

方

法

小テスト

実験レポート　定期考査

実験レポート

定期考査

発言・質問

実験レポート　定期考査

自然の事物・現象から問題を見出し、

見通しをもって観察、実験などを行

い、得られた結果を分析して解釈し、

表現するなど、科学的に探求してい

る。

評

価

規

準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているととも

に、科学的に探求するために必要な観

察実験などに関する基本操作や記録な

どの技能を身に着けている。

自然の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学

的に探求しようとしている。



3 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

4 4章 化学平衡 ○ ○

○ ○

5 ○ ○

1章 非金属元素 ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

6 2章 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

3章 金属元素(Ⅱ) ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

7 ○ ○

○ ○ ○

1章 ○ ○

○ ○

8 2章 ○ ○ ○

○ ○ ○（実験）

有機化合物の特徴や、性質に

ついて、分子構造と関連付け

ながら理解し定着させる。

2
特徴と分類 2 有機化合物の分析

脂肪族 1 飽和炭化水素 （実験）

2 鉄

3 銅

4 銀

5
炭化水素 2 不飽和炭化水素

5 金・クロム・マンガン

6 金属イオンの分離・確認 （実験）

第４編　有機化合物

有機化合物の 1 有機化合物の特徴と分類

6 窒素・リン （実験）

7 炭素・ケイ素

金属元素(Ⅰ) 1 アルカリ金属元素 （実験）

第３編　無機化学

1 元素の分類と周期表 様々な元素の単体・化合物の

性質を、周期表上の位置や電

子配置といった既習内容と関

連付けながら理解し、定着さ

せる。

6
2 ２族元素 （実験）

3 アルミニウム・亜鉛

4 スズ・鉛

単元名 学習内容 目標

9

2 水素

3 貴ガス元素

4 ハロゲン元素 （実験）

5 酸素・硫黄 （実験）

使用教科書
改訂版　化学

（数研出版）
副教材等

リードα化学（数研出版）

フォローアップドリル化学（数研出版）

フォトサイエンス化学図録（数研出版）

学習の目標
化学や化学現象に関わり、科学的な見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通

して、様々な化学現象を科学的に探求するために必要な資質能力を身に着ける。

第２編　物質の変化

1 可逆反応と化学平衡 平衡の概念と反応速度との関

係並びに、平衡の移動につい

て理解する。

102 平衡状態の変化

3 電解質水溶液の化学平衡

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

・化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、化学に関したの知識を深める。

・科学的に思考し判断するために必要な観察、実験等に関する基本的な技能を身に着ける。

・実験を通して、化学反応や身近にある化学変化に主体的に関わり探究する力を養う。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行う。

1 遷移元素の特徴

5

令和５年度シラバス【理数化学】

長野県伊那北高等学校

科目 理数化学 単位数
授業時間

[総時間]

５５分

[９６回]
学年 理数科



3章 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

○ ○

○ ○

4章 ○ ○

10 ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

1章 ○ ○ 1

2章 ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

3章 ○ ○

11 ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ 7

12 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

 ○ 学習のポイント

評

価

方

法

小テスト

実験レポート　定期考査

実験レポート

定期考査

発言・質問

実験レポート　定期考査

復習および演習

評

価

規

準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているととも

に、科学的に探求するために必要な観

察実験などに関する基本操作や記録な

どの技能を身に着けている。

自然の事物・現象から問題を見出し、

見通しをもって観察、実験などを行

い、得られた結果を分析して解釈し、

表現するなど、科学的に探求してい

る。

自然の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学

的に探求しようとしている。

合成 1 合成高分子化合物

5
高分子化合物 2 合成繊維 （実験）

3 合成樹脂

4 天然ゴムと合成ゴム

6

高分子化合物 2 単糖・二糖

3 多糖

4 アミノ酸

5 タンパク質

6 核酸

第５編　高分子化合物

高分子化合物 1 高分子化合物の構造と分析 天然に存在する物質、及び身

近な工業製品の性質・利用に

ついて基本構造と性質を理解

し、分子構造と関連付けなが

ら知識を定着させる。

の性質

天然 1 天然有機化合物の種類

芳香族化合物 1 芳香族炭化水素

7

2 フェノール類

3 芳香族カルボン酸 （実験）

4 芳香族アミンとアゾ化合物

5 有機化合物の分離

アルコールと 1 アルコールとエーテル （実験）

7
関連化合物 2 アルデヒドとケトン （実験）

3 カルボン酸

4 エステルと油脂

　自然科学の学習では、自然の現象を我々が理解しやすいように法則や数式に変換したものを用いて学んでいきます。化

学ももちろん同様ですが、特に化学は目に見えるマクロ的な変化を、分子レベルのミクロ的な視点で考えられるように

し、分子の挙動、イオンの生成などのイメージを頭の中で作ることが大切です。現象の名前や公式をただ暗記したりする

ような学習は非効率で、楽しくありません。

　また、物質名や化学式をはじめとして、知っていないと解けない問題が非常に多いのが化学の特徴でもあります。１，

２年次の化学基礎・化学の知識を定着させた上で、楽しく学ぶことが大切です。

復習および演習

26復習および演習

復習および演習



3 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

4 第５章 ・刺激の受容 ○ 〇 〇

5 動物の反応と行動 ・情報の統合 ○ ○

6 ・刺激への反応 ○ ○

・動物の行動 ○ ○

第６章 ・植物の環境応答 ○ 〇 14

植物の環境応答

◎第１回考査 ○ ○ 〇 1

6 第７章 ・生態系 ○ 16

7 生物群集と生態系

8 第８章 ・進化 ○ ○ 10

生命の起源と進化

◎第２回考査 ○ ○ 〇 1

9 第９章 ・系統分類 〇 〇 12

10 生物の系統

11 全範囲 ・問題演習 〇 〇 〇

・実験 〇 〇 〇

◎第３回考査 〇 〇 〇 1

科目

使用教科書

長野県伊那北高等学校

生命現象に関わり、見通しを持ったり

振り返ったりするなど、科学的に探求

しようとしている。

学習の目標

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

16

19

単位数

リードα生物（数研出版）

WINSTEP生物（ラーンズ）

スクエア最新図説生物

単元名 目標

５５分

[96回]
学年生物

改定版　生物

（啓林館）
副教材等

令和５年度シラバス【生物】

発言・質問

実験レポート　定期考査

生物や生物現象に関わり、理科の見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通し

て、生物や生命現象を科学的に探求するために必要な資質能力を身に着ける。

・生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める。

・科学的に探究するために必要な観察、実験等に関する基本的な技能を身に着ける。

・観察、実験などを行い、生物や生物現象に主体的に関わり探究する力を養う。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行う。

授業時間

[総時間]

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

規

準

学習内容

生命現象についての概念や原理・法則

などを理解しているとともに、科学的

に探求するために必要な観察実験など

に関する基本操作や記録などの技能を

身に着けている。

既知の生命現象から問題を見出し、見

通しをもって観察、実験などを行い、

得られた結果を分析して解釈し、表現

するなど、科学的に探求している

小テスト

実験レポート　定期考査

小テスト

実験レポート　定期考査

普通科



3 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

4 第５章 ・刺激の受容 ○ 〇

5 動物の反応と行動 ・情報の統合 ○ ○

6 ・刺激への反応 ○ ○

・動物の行動 ○ ○

第６章 ・植物の環境応答 ○ 〇 10

植物の環境応答

◎第１回考査 ○ ○ 〇 1

6 第７章 ・生態系 ○ 14

7 生物群集と生態系

8 第８章 ・進化 ○ ○ 8

生命の起源と進化

◎第２回考査 ○ ○ 〇 1

9 第９章 ・系統分類 〇 〇 10

10 生物の系統

11 全範囲 ・問題演習 〇 〇 〇

・実験 〇 〇 〇

◎第３回考査 〇 〇 〇 1

12 全範囲 ・問題演習 〇 〇 〇 26

1 ・実験

2

発言・質問

実験レポート　定期考査

生物や生物現象に関わり、理科の見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通し

て、生物や生命現象を科学的に探求するために必要な資質能力を身に着ける。

科目

使用教科書

長野県伊那北高等学校

生命現象に関わり、見通しを持ったり

振り返ったりするなど、科学的に探求

しようとしている。

学習の目標

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

12

13

単位数

リードα生物（数研出版）

WINSTEP生物（ラーンズ）

スクエア最新図説生物（第一学習社）

単元名 目標

５５分

[９６回]
学年 理数科理数生物

改訂版　生物基礎

（数研出版）
副教材等

令和５年度シラバス【理数生物】

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

規

準

学習内容

生命現象についての概念や原理・法則

などを理解しているとともに、科学的

に探求するために必要な観察実験など

に関する基本操作や記録などの技能を

身に着けている。

既知の生命現象から問題を見出し、見

通しをもって観察、実験などを行い、

得られた結果を分析して解釈し、表現

するなど、科学的に探求している

小テスト

実験レポート　定期考査

実験レポート

定期考査

・生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める。

・科学的に探究するために必要な観察、実験等に関する基本的な技能を身に着ける。

・観察、実験などを行い、生物や生物現象に主体的に関わり探究する力を養う。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行う。

授業時間

[総時間]



2 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

4 第１編　物質の構成と 1 イオンとイオンからなる物質 ○

化学結合 2 分子と共有結合 ○

第３章　粒子の結合 3 共有結合結晶 ○

4 金属結合と金属 ○

第２編物質の変化 1 原子量・分子量・式量 ○

第１章 2 物質量 ○

物質量と化学反応式 3 溶液の濃度 ○ ○ 1

4 化学反応式と物質量 ○ ○ 1

【実験】 気体の分子量測定 ○ ○ ○ 1

5 第３章 1 酸化と還元 ○ 1

酸化還元反応 2 酸化剤と還元剤 ○ 2

3 金属の酸化還元反応 ○ ○ 2

4 酸化還元反応の利用 ○ ○ 1

6 【実験】 酸化還元滴定 ○ ○ ○ 2

【実験】 電池と電気分解 ○ ○ ○ 1

第２章 1 酸・塩基 ○ 1

酸と塩基の反応 2 水の電離と水溶液のpH ○ 2

3 中和反応 ○ ○ 2

7 4 塩 ○ ○ 2

【実験】 中和滴定 ○ ○ ○ 2

8 第１編 1 混合物と純物質 ○ 1

物質の構成と化学結合 2 物質とその成分 ○ 1

9 第１章 3 物質の三態と熱運動 ○ 1

物質の構成 【実験】 蒸留 ○ ○ ○ 2

第２章 1 原子とその構造 ○ 1

物質の構成粒子 2 イオンとイオンからなる物質 ○ 1

3 元素の周期表 ○ 1

10 まとめ学習 【実験】 炎色反応 ○ ○ ○ 2

11 【実験】 金属を取り出す ○ ○ ○ 2

12 【まとめ】総合的な演習 ○ ○ ○ 28

1

2

3

発言・質問

実験レポート　定期考査

化学や化学現象に関わり、理科の見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通し

て、自然現象を科学的に探求するために必要な資質能力を身につけること。

科目

使用教科書

長野県伊那北高等学校

化学の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学

的に探求しようとしている。

学習の目標

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

1

1

1

単位数

大学入学共通テスト対策　チェック＆演習　化学基礎

（数研）

単元名 目標

５５分

[６４回]
学年 普通科化学探究

改訂版 新編 化学基礎

(数研)
副教材等

令和５年度シラバス【化学探究】

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

規

準

学習内容

化学の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているととも

に、科学的に探求するために必要な観

察実験などに関する基本操作や記録な

どの技能を身につけている。

化学の事物・現象から問題を見出し、

見通しをもって観察、実験などを行

い、得られた結果を分析して解釈し、

表現するなど、科学的に探求してい

る。

小テスト

実験レポート　定期考査

実験レポート

定期考査

・日常生活や社会との連携を図りながら、化学や化学現象について理解する。

・科学的に探求するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に着ける。

・観察、実験などを行う。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行わせる。

授業時間

[総時間]



2 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

生物の特徴 ・ミクロメーターを用いた測定 ○

・原核細胞と真核細胞 ○ ○

・代謝（酵素・ATP） ○ ○

・代謝（光合成，呼吸） ○ ○

・生物の特徴のまとめ ○ 〇 〇

遺伝子とその働き ・DNAの構造 ○

・転写・翻訳 ○

・体細胞分裂とDNA量の変化 ○ 〇

・遺伝子とその働きのまとめ ○ ○ 〇

生物の体内環境の維持 ・体液の循環 ○ ○

・体液と酸素解離曲線 ○ ○

・腎臓と肝臓のはたらき ○ ○

【第１回考査】 1

・体内環境の維持（血糖濃度の調節） 〇 〇

・体内環境の維持（体温調節） 〇

・フィードバック 〇 〇

・免疫１（免疫のしくみ） ○

・免疫２（免疫と疾患） ○ 〇

・体内環境のまとめ ○ 〇 〇

生物の多様性と分布 ・光の強さと光合成の関係 ○ 〇

・遷移のしくみ ○ 〇

・バイオーム１（世界のバイオーム） ○

・バイオーム２（日本のバイオーム） ○

・生態系のバランス ○ 〇

・窒素の循環 ○

・生態系の保全 ○

【第２回考査】 1

・総合演習 ○ 〇 〇 32

【第３回考査】 1

令和５年度シラバス【生物探究】

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

規

準

学習内容

自然の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているとともに、

科学的に探究するために必要な観察実験

などに関する基本操作や記録などの技能

を身に着けている。

自然の事物・現象から問題を見出し、見

通しをもって観察、実験などを行い、得

られた結果を分析して解釈し、表現する

など、科学的に探究している。

小テスト

定期考査

実験レポート

定期考査

・日常生活や社会との連携を図りながら、生物や生物現象について理解する。

・科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に着ける。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行わせる。

授業時間

[総時間]

単元名 目標

５５分

[６４回]
学年 普通科生物探究

改訂版　生物基礎

数研出版
副教材等

発言・質問

実験レポート　定期考査

生物や生物現象に関わり、理科の見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通し

て、生物や生命現象を科学的に探求するために必要な資質能力を身に着ける。

科目

使用教科書

長野県伊那北高等学校

自然の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学的

に探究しようとしている。

学習の目標

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

生物の特徴について身に着ける。

生物の共通性を見出す。生物多様

性について身に着ける

単位数

5

4

6

6

8

大学入学共通テスト対策　チェック＆演習　生物基礎

（数研）



2 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

第５部 ・地球環境と人間生活 〇 1

自然との共生 ・災害とハザードマップ 〇 1

第１部 ・地球の概観 ○ 1

固体地球とその変動 ・地球の内部構造 ○ ○ 1

・プレートテクトニクス ○ 1

・地震 ○ ○ 1

・火山 ○ 1

・固体地球まとめ ○ 〇 〇 2

第２部 ・地層と地質構造 ○ ○ 1

移り変わる地球 ・堆積岩と変成岩 〇 1

・地球史 ○ 1

・地層と地球史まとめ ○ 〇 〇 2

第３部 ・大気圏 ○ 1

大気と海洋 ・水と気象 〇 1

＜第１回考査＞ 1

・太陽放射と地球放射 ○ 〇 1

・大気の大循環 ○ 1

・海水の循環 ○ 1

・日本の天気 ○ 1

・大気と海洋まとめ ○ 〇 〇 2

第４部 ・太陽系 ○ 1

宇宙の構成 ・太陽 ○ 1

・恒星 ○ 〇 1

・銀河 ○ 1

・宇宙の構造 〇 1

・宇宙まとめ ○ 〇 〇 2

＜第２回考査＞ 1

総合演習 〇 〇 〇 32

＜第３回考査＞ 1

令和５年度シラバス【地学探究】

評

価

方

法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

規

準

学習内容

自然の事物・現象についての概念や原

理・法則などを理解しているとともに、

科学的に探求するために必要な観察実験

などに関する基本操作や記録などの技能

を身に着けている。

自然の事物・現象から問題を見出し、見

通しをもって観察、実験などを行い、得

られた結果を分析して解釈し、表現する

など、科学的に探求している。

小テスト

定期考査

小テスト

定期考査

・日常生活や社会との連携を図りながら、地球や地球を取り巻く環境について理解する。

・科学的に探究するために必要な基本的な技能を身に着ける。

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行わせる。

授業時間

[総時間]

チェック＆演習　地学基礎

数研出版

単元名 目標

５５分

[６４回]
学年 普通科地学探究

地学基礎　改訂版

啓林館
副教材等

発言・質問

定期考査

地学に関わり、理科の見かた・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、地球や地

球を取り巻く環境を科学的に探究するために必要な資質能力を身に着ける。

科目

使用教科書

長野県伊那北高等学校

自然の事物・現象に関わり、見通しを

持ったり振り返ったりするなど、科学的

に探求しようとしている。

学習の目標

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

地球の構造、活動について身につ

ける。

地層や地球史について身につけ

る。

大気と海洋の構造、運動について

身につける。

宇宙の姿と時間的な変化について

身につける。

地学現象と人間生活を結びつけ

る。

単位数



令和５年度シラバス【体育】 

長野県伊那北高等学校 

科目 体育 単位数 ２ 
授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 

普通科 

文系 

使用教科書 なし 副教材等 なし 

学習の目標 

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心

と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応

じて体力の向上を図るための資質や能力を身に付ける。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付ける。 

・課題の解決に向けて思考・判断し、自己や仲間の考えたことを他者に伝える能力を身に付ける。 

・公正、協働、責任、参画などの態度を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継

続して運動に親しむ力を身に付ける。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

体つくり

運動 

 

球技Ⅰ 

 

ダンス 

 

球技Ⅱ 

 

体育理論 

・健康、安全の確保と

フェアなプレイ態度

の育成 

・体力の向上を図るこ

とのできる能力の育

成と各種目技能の向

上 

・個人技能の向上と集

団における高度な動

きの習得 

・課題解決における

PDCA サイクルの習

得 

・体ほぐしの運動 

・スポーツテスト 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾃﾆｽ、卓

球から１種目選択 

・現代的なリズムのダンス 

 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ｻｯｶｰ、ﾃﾆｽから１種

目選択 

・豊かなｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌの設計の仕方 

 

 3 

3 

10 

 

5 

 

10 

 

2 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

１ 

陸上競技 

 

球技Ⅲ 

 

球技Ⅳ 

 

体育理論 

 

体つくり

運動 

・競走（長距離走） 

 

・ｻｯｶｰ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞｽｹｯﾄ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、卓

球から１種目選択 

・ﾊﾞｽｹｯﾄ、卓球、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂから

１種目選択 

・豊かなｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌの設計の仕方 

 

・選択したニュースポーツ 

 6 

 

10 

 

10 

 

2 

 

3 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ゲーム中での技能発揮 

②種目における体力向上 

③技能の観察と分析力 

④空間を作る動き 

①合理的な動きや運動成果、改

善点を仲間に伝える力 

②自己に適した運動の関わり

方と合意形成への貢献 

①主体的に取り組む姿勢 

②健康安全への理解 

③相手を尊重する態度やフェ

アなプレイ態度、協調性 

評価方法 

各種目において、ゲームや技

能テストを観察で評価する。 

ゲームや技能テストでの観察。 

グループノートの提出がある

種目は、内容でも評価。 

出席を評価。観察でも評価す

る。 



 

授業を受ける上での留意点 

 

＜体育＞ 

１ 実技科目の特性上、出席を特に重視します。遅刻（開始から 20 分以内）は３回で欠席１とする。 

  また、各種目３回以上の欠席は、評価に関わります。 

２ 病気、怪我等で長期間にわたって授業を欠く場合は、診断書等の提出が必要な場合があるので、教科担任 

に相談すること。見学については、教科担任に授業前に申し出て、指示を受けること。 

３ 意欲的に活動するだけでなく、準備運動や服装など健康安全についての理解も重視すること。 

４ 上下履きの区別、体育館シューズと上履きの区別、運動のできるジャージの着用等、ルールを守ること。 

５ 施設・用具を大切に使用し、使用後は必ず返却し、清掃等を行うこと。 

 

 

 

体育系大学を志望する上での留意点 

１ 新体力テストの記録が必要となる大学もあります。 

２ スポーツ活動（クラブ活動等）の記録や結果の証明が必要となる大学があります。賞状や新聞記事、公式デ

ータなど予め顧問の先生に相談しておいてください。プログラムを保管しておくのも良いです。 

受験期に申し出てもすぐには準備できませんし、準備できない可能性もあります。 

３ 国公立大学は大学共通テストを重視、私立大学も二次試験に学科試験を課す大学が多くなっているため、早

期から継続的に学習に取り組み、力をつけておく必要があります。 

実技の練習は、大学共通テスト終了後から行います。可能性のある生徒は、予め体育科の職員に申し出てお

いてください。ただし、基礎的な技能や体力等に関しては各自で継続して行っておいてください。 

  大学によって種目が異なるので、事前に内容を確認し、競技の特殊性も考え、必ず個人指導を受けて、対策

をたててください。 

 



令和５年度シラバス【体育】 

長野県伊那北高等学校 

科目 体育 単位数 ３ 
授業時間 

[総時数] 

５５分 

[９６回] 

学

年 
３ 

学

科 

普通科 

理系 

理数科 

使用教科書 なし 副教材等 なし 

学習の目標 

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心

と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応

じて体力の向上を図るための資質や能力を身に付ける。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付ける。 

・課題の解決に向けて思考・判断し、自己や仲間の考えたことを他者に伝える能力を身に付ける。 

・公正、協働、責任、参画などの態度を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継

続して運動に親しむ力を身に付ける。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

体つくり

運動 

 

球技Ⅰ 

 

ダンス 

 

球技Ⅱ 

 

体育理論 

・健康、安全の確保と

フェアなプレイ態度

の育成 

・体力の向上を図るこ

とのできる能力の育

成と各種目技能の向

上 

・個人技能の向上と集

団における高度な動

きの習得 

・課題解決における

PDCA サイクルの習

得 

・体ほぐしの運動 

・スポーツテスト 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾃﾆｽ、卓

球から１種目選択 

・現代的なリズムのダンス 

 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ｻｯｶｰ、ﾃﾆｽから１種

目選択 

・豊かなｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌの設計の仕方 

 

 ６ 

５ 

14 

 

６ 

 

14 

 

４ 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

１ 

陸上競技 

 

球技Ⅲ 

 

球技Ⅳ 

 

体育理論 

 

体つくり

運動 

・競走（長距離走） 

 

・ｻｯｶｰ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞｽｹｯﾄ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、卓

球から１種目選択 

・ﾊﾞｽｹｯﾄ、卓球、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂから

１種目選択 

・豊かなｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌの設計の仕方 

 

・選択したニュースポーツ 

 10 

 

14 

 

14 

 

４ 

 

５ 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ゲーム中での技能発揮 

②種目における体力向上 

③技能の観察と分析力 

④空間を作る動き 

①合理的な動きや運動成果、改

善点を仲間に伝える力 

②自己に適した運動の関わり

方と合意形成への貢献 

①主体的に取り組む姿勢 

②健康安全への理解 

③相手を尊重する態度やフェ

アなプレイ態度、協調性 

評価方法 

各種目において、ゲームや技

能テストを観察で評価する。 

ゲームや技能テストでの観察。 

グループノートの提出がある

種目は、内容でも評価。 

出席を評価。観察でも評価す

る。 



 

授業を受ける上での留意点 

 

＜体育＞ 

１ 実技科目の特性上、出席を特に重視します。遅刻（開始から 20 分以内）は３回で欠席１とする。 

  また、各種目３回以上の欠席は、評価に関わります。 

２ 病気、怪我等で長期間にわたって授業を欠く場合は、診断書等の提出が必要な場合があるので、教科担任 

に相談すること。見学については、教科担任に授業前に申し出て、指示を受けること。 

３ 意欲的に活動するだけでなく、準備運動や服装など健康安全についての理解も重視すること。 

４ 上下履きの区別、体育館シューズと上履きの区別、運動のできるジャージの着用等、ルールを守ること。 

５ 施設・用具を大切に使用し、使用後は必ず返却し、清掃等を行うこと。 

 

 

 

体育系大学を志望する上での留意点 

１ 新体力テストの記録が必要となる大学もあります。 

２ スポーツ活動（クラブ活動等）の記録や結果の証明が必要となる大学があります。賞状や新聞記事、公式デ

ータなど予め顧問の先生に相談しておいてください。プログラムを保管しておくのも良いです。 

受験期に申し出てもすぐには準備できませんし、準備できない可能性もあります。 

３ 国公立大学は大学共通テストを重視、私立大学も二次試験に学科試験を課す大学が多くなっているため、早

期から継続的に学習に取り組み、力をつけておく必要があります。 

実技の練習は、大学共通テスト終了後から行います。可能性のある生徒は、予め体育科の職員に申し出てお

いてください。ただし、基礎的な技能や体力等に関しては各自で継続して行っておいてください。 

  大学によって種目が異なるので、事前に内容を確認し、競技の特殊性も考え、必ず個人指導を受けて、対策

をたててください。 

 



2 3

月
知

技

思

判

表

主

体

的

時

数

○ 〇 〇

・伊澤修二と西洋音楽の導入 ○ 〇 〇

・瀧廉太郎の生涯とその作品 ○ 〇 〇

日本歌曲を味わおう ・組歌「四季」他 ○ 〇 〇

バッハの音楽 ・バッハはなぜ音楽の父と言われるのか ○ 〇 〇

・通奏低音の理解と実践 ○ 〇 〇

・対位法の理解と実践 ○ 〇 〇

合唱 ・合唱曲「夢見たものは」 ○ 〇 〇

Ｊｐｏｐの秘密に迫る ・クリシェの理解と実演 ○ 〇 〇

リコーダー再発見 ・ヘンデル作曲リコーダーソナタ ○ 〇 〇

ミュージカルに挑戦 ・ミュージカルの実演 ○ 〇 〇

令和５年度シラバス【音楽Ⅲ】

長野県伊那北高等学校

科目 音楽Ⅲ 単位数
授業時間

[総時間]

５５分

[６４回]
学年 普通科

使用教科書 Joy of music（教育芸術社） 副教材等 愛唱歌集（長野県高等学校音楽教育研究会）

学習の目標
音楽の諸活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な音や音楽，音楽文化と深く関

わる資質・能力を育成することを目指す。

具体的な

取り組み・

指導上の

注意点

以下の4つの内容を中心に授業を進めていく。

１、西洋音楽がどのように日本に定着したのか

２、バッハはなぜ音楽の父と言われるのか

３、義務教育から習ってきたリコーダーの本当の魅力

４、日常生活でもっとも親しむポップスの魅力はどこにあるのか

単元名 学習内容 目標

我が国への西洋音楽導入の歴史を

伊澤修二と滝廉太郎の生涯・作品

から知る。

6

7
15

歌詞と楽曲の関わりを感じなが

ら、音楽表現を工夫する。

音楽で自己紹介しよう

15

・自己紹介コンサート

滝廉太郎の楽曲を中心に、曲想や

歌詞、楽曲の背景などとの関わり

を感じながら歌う。

これまで自分が学習してきた専攻

等を生かし、音楽表現を通して自

己紹介をする。

音楽の父と言われるバッハの生涯

と作品を通して、その音楽の特徴

を理解する

4

5

日本における西洋音楽の

夜明け

①音楽活動の喜びを味わい、主体的・協

働的に学習に取り組もうとする。

②自らの学習状況を把握し、それを踏ま

え試行錯誤するなど、自ら学ぼうとして

いるか。

評

価

方

法

プリント課題

小テスト

実技テスト

小テスト

練習の取り組み

実技テスト

プリント課題

質問

練習の取り組み

評

価

規

準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①楽曲の文化的・歴史的背景や構造と、

曲想との関わり及びその多様性につい

て、音楽活動を通して理解している。

②音楽表現を創意工夫したり、自分の表

現意図を音楽で表現したりするために必

要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付

け、創造的に表している

①音楽的な見方・考え方を働かせて、音

楽表現を創意工夫し、表現意図をもって

いる。

②音楽的な見方・考え方を働かせて、楽

曲や演奏を解釈したり、生活や社会にお

ける音楽の価値を考えたりして、音楽の

よさや美しさを創造的に味わって聴いて

いる。

取り組むミュージカルを決め、演

奏から演技まで自分たちでミュー

ジカルづくりに挑戦する。

11

12

1

8

9

10

15

14

Jpopがなぜ現代人の心をとらえる

のか。楽曲分析を通してその魅力

を理解し、表現する。

小学校から身近に演奏してきたリ

コーダーの歴史を知り、その魅力

を再発見し、演奏する。



令和 5 年度シラバス【美術Ⅲ】 

長野県伊那北高等学校 

科目 美術Ⅱ 
単位

数 
２ 

授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
２ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
高校生の美術 3 

（日本文教出版） 
副教材等 なし 

学習の目標 
美術の創造的な諸活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を深め、生活や社会

の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を育成する。 

・具体的な

取り組み 

・指導上の 

注意点 

○スケッチやデッサンなどにより観察力、思考力、描写力などが十分に高まるよう配慮する。 

○主題の生成から表現の確認及び完成に至る全過程を通して、自分の良さを発見し喜びを味わ

い、自己実現を果たしていく態度の形成を図る。 

○造形の要素の働きを理解すること。 

○造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解すること。 

○アイデアスケッチで構想を練り、言葉などで考えを整理したりすることや、作品について批

評し合う活動などを取り入れるようにする。 

月 題材・内容 学習のねらい・内容 指導目標 時数 

４ 

 

 

５ 

６ 

１ 文化祭ポスターの制作 

 

 

２ 色彩の学習 

 

３ シルクスクリーン 

・目的や条件を基に、テーマが

伝わりやすいポスターを描く。 

 

・色の仕組みや色彩心理効果を

理解する。 

・色彩の効果を考えて版画の技

法に親しむ。 

・人と社会をつなぐデザインの

働きについて考え、デザインす

る。 

・生活の中で効果的に使われて

いる色彩の工夫を理解する。 

・版画の技法の特徴を生かして

創造的に表す。 

20 

第１回考査  

６ 

７ 

８ 

９ 

4 生活の中のデザイン、器 ・用途、心地を意識し、身近な

道具の工夫を理解する。 

・機能を考えて制作する。 

・素材の特性を理解する。 

22 

 

第２回考査  

９ 

10 

11 

5 大学入試対策 

 

・大学入試に向け自分で課題を

設定し取り組む。 

・自分の進路のために必要な情

報を集め、実現を目指す。 

 

22 

第３回考査  

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

対象や事象を捉える造形的な

視点について理解を深めた。 

意図に応じて表現方法を創意

工夫し、個性豊かで創造的に

表すことができる。 

造形的なよさや美しさ、表現の

意図と創造的な工夫、美術の働

きなどについて考え、主題を生

成し個性豊かに発想し構想を

練ったり、自己の価値観を高め

て美術や美術文化に対する見

方や感じ方を深めたりするこ

とができる。 

主体的に美術の創造的な諸活

動に取り組み、生涯にわたり

美術を愛好する心情を育ん

だ。 

感性と美意識を高め、美術文

化に親しみ、心豊かな生活や

社会を創造していく態度を育

んだ。 



評価方法 
作品・レポート 作品・レポート・プレゼンテー

ション 

制作に向かう姿勢・提出物・

出席の状況 

 

１．学習を始めるまえに 

 

美術の内容は鑑賞と造形表現に大別することができます。 

鑑賞とは五感を通じて様々のことやものを捉える試みです。これは美術作品ばかりでなく、色んなこと、色んな

ものに触れたとき、考えたことや思ったことを言葉にする行為です。それは、ちょっとした心地良さや違和感で

も発見でも良いのです。自分の受け取ったなにかを言葉に置き換えて発信してみましょう。 

造形表現とは自分の考えや思いや感情など内面に存在するものを何らかのかたちで(作品として)表し伝えるこ

とです。表現とは創造であり、創造とはなにかを生み出す行為です。 

受け身では何も生まれません。自らアクションを起こして自分の可能性を探究し、自らを解き放ち、理想のかた

ち目指して挑戦しましょう。 

美術の学習では、鑑賞(インプット)と表現(アウトプット)と、そのやりとりの中で個性を確立し、自分が唯一無

二の存在であることを実感してほしいのです。そして、人間や社会を豊かにするものの見方・考え方、発見や発

明、感情や意思の伝達において、この鑑賞と表現とそれらの交流が原動力になっていることを学んでほしいです。 

 

２．美術系大学進学希望者へ 

『好きこそものの上手なれ』とにかく造ることや描くことや観ることが好きであれば美大生になる素質は充分

あります。アートやデザインは深く我々の生活に密接しています。いや生活そのものと言って過言ではないでし

ょう。現在、美術系大学卒業生の多くが芸術家やデザイナーやクラフトマン、映像作家、建築家、職人、美術教

師、学芸員などとして社会の中で活躍をしています。あなたの夢を実現するために、そしてあなたの表現やアイ

デアを社会が待ちわびているのです。 

 

 美術系大学の入試では学科試験に加え実技試験が科せられます。実技試験の内容は大学や学部によって様々で

異なりますが、かなりのレベルを要求されます。そのため、美大・芸大受験は相当のエネルギーを必要とし、妥

協しない美の追究と自分探しの修練とも言うことができます。この美大受験の醍醐味を楽しめた時きっと次のス

テップに進むことができるはずです。美大を目指すのであれば、とにかくアクションを起こしましょう。そのこ

とによって、今自分に何が必要か自身の作品があなたに語りかけてくれるはずです。美術系大学への進学希望者

またはそれを選択肢の一つに考えている人は早めに教科担当者（芸術研究室）に相談に来てください。 

 



令和５年度シラバス【ライフデザイン】 

長野県伊那北高等学校 

 

科目 ライフデザイン 単位数 ２ 
授業時間 

[総時数] 

５５分 

[６４回] 

学

年 
３ 

学

科 
普通科 

使用教科書 
家庭基礎 

自立・共生・創造 
副教材等 

Super Live View 家庭科 資料＋食品成分表成分表 

家庭基礎 学習ノート 

学習の目標 

生活の営みに係わる見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協

働し、よりよい社会の構築に向けて、主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成する

ことを目指す。1 年次家庭基礎で培った学習の応用的・発展的な取り組みとする。 

具体的な 

取り組み・ 

指導上の 

注意点 

・人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にとらえ、社会との関わりについて理解する。 

・社会における生活の中から問題を見いだし理論的に表現し、課題を解決する能力を養う。 

・調理実習や衣生活実習などを行い、仲間と協働し主体的に創造する実践的な態度を養う。 

・定期考査を利用して、学習の自己評価を行う。 

月 単元名 指導目標 学習内容 備考 時数 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

家族・社

会 との

共生 

生 活の

自立 

人の一生と家族・家庭及び福祉につい

て基礎的な理解を図り、係わる技能を

身につける。家庭や地域及び社会にお

ける生活の中から問題を見いだし課

題を設定し、解決策を構想、表現し、

解決する力を養う。 

・自分らしい人生をつくる 

・子どもと共に育つ 

 

・食生活をつくる 

絵本実習 

保育実習 

調理実習 

３１ 

第２回考査 １ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

生 活の

自立 

 

人の一生と衣食住、消費生活、環境な

どについて基礎的な理解を図り、係わ

る技能を身につける。家庭や地域及び

社会における生活の中から問題を見

いだし課題を設定し、解決策を構想、

表現し、解決する力を養う。 

・食生活をつくる 

・衣生活をつくる 

・住生活をつくる 

・経済生活を営む 

調理実習 

衣生活実習 

３２ 

評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活の営みに係わる基礎的

な知識と技術を身につけて

いる。 

生活の営みに係わる見方・考

え方を働かせ、見通しをもっ

て課題を設定し、解決策を構

想し、根拠に基づいて理論的

に表現している。 

様々な人々と協働し、よりよい

社会の構築に向けて地域社会に

参画しようとするとともに、自

分の家庭、地域生活の充実向上

を図ろうとする実践しようとし

ている。 

評価方法 

レポート 

復習テスト 

定期考査 

レポート 

定期考査 

発言・質問 

レポート  

定期考査 


